
おいしい水と、うまい空気で、人とお米が育つまち
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▼国内作家賞に川内氏

▼君の椅子、一緒に「へその緒＆乳歯入れ」も
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海
外
作
家
賞
の
キ
ュ
イ
ク
氏
は
、
ア
ジ
ア

の
真
摯
で
し
か
も
新
鮮
な
息
吹
に
国
際
賞
が

授
与
さ
れ
る
こ
と
は
望
ま
し
い
、
と
高
い
評

価
に
な
り
ま
し
た
。

　

国
内
作
家
賞
の
川
内
倫
子
氏
は
、
昨
年
の

東
京
都
写
真
美
術
館
個
展
で
野
焼
き
の
映
像

作
品
が
あ
り
、
川
内
氏
の
世
界
観
が
丹
念
に

あ
ぶ
り
出
さ
れ
た
。
タ
イ
ム
リ
ー
さ
が
一
番

際
だ
っ
た
の
が
川
内
氏
で
あ
り
、
国
内
作
家

賞
に
ふ
さ
わ
し
い
勢
い
が
あ
る
、
と
評
さ
れ

ま
し
た
。

　

新
人
作
家
賞
の
初
沢
氏
は
、
イ
ラ
ク
を
写

し
た
「Baghdad

」
、
東
日
本
大
震
災
の

「True Feelings

」
、
北
朝
鮮
を
取
材
し
た

「
隣
人
」
で
、
2
年
に
渡
り
震
災
現
場
と
北

朝
鮮
を
行
き
来
し
、
憶
測
か
ら
で
は
な
く
体

全
体
で
現
状
を
写
し
出
し
た
。
類
い
ま
れ
な

タ
フ
さ
が
授
賞
評
価
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
賞
、
中
藤
氏
の
撮
る
北
海
道
は
、
す

で
に
懐
か
し
さ
を
内
包
し
て
い
る
。
風
景
の

一
断
片
か
ら
、
日
本
近
代
の
記
憶
、
そ
し
て

さ
ら
に
蝦
夷
地
と
し
て
の
過
去
に
遡
及
で
き

る
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。
中
藤
氏
の
写
真
に
滲

む
共
感
が
特
別
賞
と
し
て
結
実
し
た
、
と
評

し
ま
し
た
。

　

飛
彈
野
数
右
衛
門
賞
の
山
田
氏
は
、
沖
縄

に
住
ん
で
、
基
地
闘
争
を
テ
ー
マ
と
し
た
流

れ
と
は
一
定
の
距
離
を
お
い
て
子
供
を
中
心

と
し
た
日
常
や
那
覇
の
町
並
み
を
中
心
に
、

丹
念
に
撮
影
。
そ
の
写
真
は
、
往
時
の
貴
重

な
記
録
で
あ
り
希
望
で
あ
り
、
飛
彈
野
数
右

衛
門
賞
の
創
設
意
図
に
ふ
さ
わ
し
い
、
と
評

し
ま
し
た
。

　

授
賞
式
は
「
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３
」

期
間
中
の
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
初
日

８
月
10
日
（
土
）
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
、
受
賞
作
家
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
翌
11
日

（
日
）
、
受
賞
作
家
作
品
展
は
10
日
か
ら
9

月
４
日
（
水
）
ま
で
、
い
ず
れ
も
町
文
化

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
き
ま
す
。

海
外
作
家
賞
、
ミ
ン
ス
ト
レ
ル
・

キ
ュ
イ
ク
・
チ
ン
・
チ
ェ
ー
氏

　

１
９
７
６
（
昭
和
51
）
年
、
マ
レ
ー
シ
ア

北
西
部
の
海
岸
沿
い
、
パ
ン
タ
イ
・
レ
ミ
ス

で
中
華
系
マ
レ
ー
シ
ア
人
と

し
て
生
ま
れ
る
。

　

中
華
系
で
あ
る
た
め
マ

レ
ー
シ
ア
の
国
立
大
学
に
行

く
道
を
閉
ざ
さ
れ
（
マ
レ
ー

系
住
民
の
経
済
的
地
位
向
上

を
図
る
プ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
に

よ
る
）
、
台
湾
に
留
学
。
西

洋
絵
画
を
勉
強
後
、
フ
ラ
ン

ス
留
学
し
、
ア
ル
ル
国
立
高

等
写
真
学
校
で
修
士
を
取
得
。

現
在
マ
レ
ー
シ
ア
の
美
術
学

校
で
教
職
に
就
く
。

　

ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
や
演

出
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
用
い
て
、

家
族
や
幼
少
時
代
を
過
ご
し

た
両
親
の
家
、
自
分
が
暮
ら

す
場
所
を
撮
影
。
写
真
を
通

じ
て
家
族
及
び
文
化
的
な
ア

第
29
回
写
真
の
町
東
川
賞

国
内
作
家
賞
に
川
内
氏 
第
29
回
写
真
の
町
東
川
賞

国
内
作
家
賞
に
川
内
氏

第
29
回
写
真
の
町
東
川
賞

国
内
作
家
賞
に
川
内
氏 
第
29
回
写
真
の
町
東
川
賞

国
内
作
家
賞
に
川
内
氏 

　

第
29
回
写
真
の
町
東
川
賞
の
受
賞
作
家
が
決
ま
り
ま
し
た
。今
年
の
海
外
作
家
賞
は
、今
年
の
選
考
対
象
国
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
ミ
ン
ス
ト
レ
ル・キ
ュ

イ
ク・チ
ン・チ
ェ
ー
氏（
マ
レ
ー
シ
ア・ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
）、国
内
作
家
賞
は
川
内
倫
子
氏（
東
京
都
）、新
人
作
家
賞
は
初
沢
亜
利
氏（
同
）、特
別
作
家

賞
は
中
藤
毅
彦
氏（
埼
玉
県
和
光
市
）、飛
彈
野
和
右
衛
門
賞
に
は
山
田
實
氏（
那
覇
市
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

第
29
回
写
真
の
町
東
川
賞
の
受
賞
作
家
が
決
ま
り
ま
し
た
。海
外
作
家
賞
は
、今
年
の
選
考
対
象
国
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
ミ
ン
ス
ト
レ
ル・キ
ュ
イ
ク・チ

ン・チ
ェ
ー
氏（
マ
レ
ー
シ
ア・ク
ア
ラ
ラ
ン
プ
ー
ル
）、国
内
作
家
賞
は
川
内
倫
子
氏（
東
京
都
）、新
人
作
家
賞
は
初
沢
亜
利
氏（
同
）、特
別
作
家
賞
は
中

藤
毅
彦
氏（
埼
玉
県
和
光
市
）、飛
彈
野
数
右
衛
門
賞
に
は
山
田
實
氏（
沖
縄
県
那
覇
市
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。
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イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
探
究
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
新
た
な

意
味
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。

　

主
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
地
域

を
取
り
巻
く
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
、

そ
れ
が
家
族
構
造
に
及
ぼ
す
影
響

を
読
み
解
く
「M

er.rily, M
er.rily, 

M
er.rily, M

er.rily

」
シ
リ
ー
ズ
な

ど
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
が
そ
の
独
自
の

言
語
と
美
学
に
よ
っ
て
い
か
に
写

真
や
現
代
の
時
間
と
現
実
を
取
り
巻
く
経
験

に
影
響
を
及
ぼ
す
か
、
と
い
っ
た
視
点
か
ら

の
作
品
も
制
作
し
て
い
る
。

　

作
品
は
マ
レ
ー
シ
ア
だ
け
で
な
く
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（Photoquai 

2011

）
、
ア
メ
リ
カ
（Houston FotoFest 

International　

Discoveries 2009

）
な
ど

で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

国
内
作
家
賞
、
川
内
倫
子
氏

　

１
９
７
２
（
昭
和
47
）
年
、
滋
賀
県
生
ま

れ
。
’93
（
平
成
５
）
年
、
成
安
女
子
短
期
大

学
卒
業
。
’97
（
同
９
）
年
に
第
9
回
ひ
と
つ

ぼ
展
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
。

　

２
０
０
２
（
同
14
）
年
、
初
め
て
出
版
し

た
写
真
集
「
う
た
た
ね
」
「
花
火
」
（
リ
ト

ル
モ
ア
）
に
よ
っ
て
第
27
回
木
村
伊
兵
衛
賞

受
賞
。

　

２
０
０
５
（
同
17
）
年
、
パ
リ
・
カ
ル

テ
ィ
エ
現
代
美
術
財
団
で
個
展
開
催
。
２
０

０
９
（
同
21
）
年
、
第
25
回
Ｉ
Ｃ
Ｐ
イ
ン

フ
ィ
ニ
テ
ィ
・
ア
ワ
ー
ド
芸
術
部
門
受
賞
。

２
０
１
２
（
同
24
）
年
開
催
さ
れ
た
個
展

「
照
度　

あ
め
つ
ち　

影
を
見
る
」
（
東
京

都
写
真
美
術
館
）
で
芸
術
選
奨
新
人
賞
受
賞
。

　

13
年
間
撮
り
た
め
た
家
族
写
真
を
収
め
た

「Cui Cui

」
（
フ
ォ
イ
ル
、
２
０
０
５
年
）

や
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
近
代
美
術
館
と
の
共
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
日
系
移
民
１
０
０
周
年
を
記

念
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
で
撮
り
下
ろ
し
た
写
真
集

「
時
を
蒔
く/Sem

ear

」
（
フ
ォ
イ
ル
、
２

０
０
７
年
）
な
ど
、
私
的
な
日
常
や
自
然
の

風
景
を
、
独
自
の
視
線
と
光
の
下
で
切
り
取

っ
た
作
品
は
、
相
互
の
巧
み
な
構
成
に
よ
っ

て
、
生
と
死
、
光
と
闇
、
天
と
地
と
い
っ
た

普
遍
的
な
要
素
を
浮
き
上
が
ら
せ
て
い
る
。

　

初
期
の
こ
ろ
か
ら
一
貫
し
て
用
い
ら
れ
て

い
た
正
方
形
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
写
真
か
ら
、

最
近
で
は
4
×
5
㌅
の
大
型
カ
メ
ラ
を
使
っ

た
作
品
や
映
像
も
発
表
す
る
な
ど
、
新
た
な

展
開
を
み
せ
て
い
る
。

　

写
真
集
、
展
覧
会
、
ブ
ロ
グ
日
記
な
ど
多

方
面
に
よ
る
精
力
的
な
活
動
を
続
け
る
ほ
か
、

国
内
外
で
の
発
表
も
多
数
。

新
人
作
家
賞
、
初
沢
亜
利
氏

　

１
９
７
３
（
昭
和
48
）
年
、
フ
ラ
ン
ス
・

パ
リ
生
ま
れ
。
上
智
大
学
文
学
部
社
会
学
科

卒
業
。
細
江
英
公
主
催
の
第
13
期
写
真
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
・
コ
ル
プ
ス
修
了
。

　

イ
イ
ノ
広
尾
ス
タ
ジ
オ
を
経
て
、
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
写
真
家
と
し
て
活
動
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
、
グ
ラ
ビ
ア
、
ク
ル
マ
、
宝
塚
歌
劇
な
ど

の
撮
影
を
手
が
け
る
一
方
、
作
品
制
作
も
精

力
的
に
行
う
。

　

２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
２
月
に
イ
ラ
ク

戦
争
開
戦
直
前
の
バ
グ
ダ
ッ
ド
を
訪
問
、
開

戦
後
の
６
月
に
も
再
訪
し
、
戦
争
の
影
に
隠

れ
て
見
失
わ
れ
が
ち
な
日
常
の
断
片
を
伝
え

る
写
真
集
「Baghdad 2003

」
（
碧
天
舎
、

２
０
０
３
年
）
を
発
表
。

　

２
０
０
９
（
同
21
）
年
秋
、
写
真
集
制
作

の
た
め
北
朝
鮮
へ
の
入
国
を
申
請
。
２
０
１

１
（
同
23
）
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
４
度
訪

朝
し
、
メ
デ
ィ
ア
に
は
ほ
と
ん
ど
紹
介
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
都
市
や
地
方
の
住
民
の
生
き

生
き
と
し
た
姿
を
隠
し
撮
り
な
し
で
と
ら
え

た
写
真
集
「
隣
人
。
38
度
線
の
北
」
（
徳
間

書
店
、
２
０
１
２
年
）
を
出
版
。

　

北
朝
鮮
で
の
撮
影
と
並
行
し
、
東
日
本
大

震
災
翌
日
の
３
月
12
日
か
ら
被
災
地
で
の
撮

影
を
始
め
る
。
翌
12
年
ま
で
の
１
年
間
、
毎

月
の
よ
う
に
被
災
地
に
通
い
な
が
ら
、
「
被

災
者
」
と
い
っ
た
視
点
か
ら
こ
ぼ
れ
出
る

人
々
の
生
活
に
向
き
合
お
う
と
し
た
写
真
集

「True Feelings

|
爪
痕
の
真
情
。2011. 3. 

12

〜2012. 3. 11

」
（
三
栄
書
房
、
２
０
１

２
年
）
を
出
版
。

　

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
イ

メ
ー
ジ
で
は
な
い
も
の
を
自
ら
の
体
験
を
通

し
て
得
た
「
確
か
さ
」
に
よ
っ
て
す
く
い
あ

げ
る
こ
と
を
試
み
つ
つ
、
「
自
明
性
」
と
は

何
か
を
問
う
作
品
を
発
表
し
て
い
る
。

特
別
作
家
賞
、
中
藤
毅
彦
氏

　

１
９
７
０
（
昭
和
45
）
年
、
東
京
生
ま
れ
。

早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
中
退
。
東
京
ビ
ジ

ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
写
真
学
科
卒
業
。

　

２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
か
ら
代
官
山
に

自
主
運
営
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ニ
エ
プ
ス
を
開
き
、

多
数
の
個
展
を
開
催
す
る
（
後
に
四
谷
三
丁

目
に
移
転
）
。

　

都
市
の
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
を
中
心
に
、

ざ
ら
つ
い
た
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
質
感
に
こ
だ

わ
っ
た
作
品
を
発
表
し
続
け
て
い
る
。
１
９

９
５
（
平
成
７
）
年
、
展
覧
会
「NIGHT 

CRAW
LER

|
虚
構
の
都
市
へ
の
彷
徨
」

（
コ
ニ
カ
プ
ラ
ザ
）
で
、
生
ま
れ
育
っ
た
東

京
の
写
真
を
発
表
し
て
以
降
、
東
欧
の
旧
共

産
主
義
国
の
諸
都
市
を
撮
影
。
ベ
ル
リ
ン
、

ワ
ル
シ
ャ
ワ
、
プ
ラ
ハ
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
等
で

撮
ら
れ
た
写
真
を
収
め
た
写
真
集

「W
interlicht

」
（
ワ
イ
ズ
出
版
、
２
０
０

１
年
）
を
出
版
。

　

そ
の
後
も
キ
ュ
ー
バ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

上
海
、
ロ
シ
ア
な
ど
世
界
各
地
で
撮
影
を
行

う
。

　

２
０
０
９
（
同
21
）
年
、
東
欧
、
ロ
シ
ア

と
北
海
道
を
つ
な
ぐ
土
地
・
サ
ハ
リ
ン
を
撮

影
し
た
写
真
で
展
覧
会
「
C
А
Х
А
Л
И
Н

|
サ
ハ
リ
ン
」
（
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
プ
ラ
ザ
）

を
開
催
。

　

今
年
は
北
海
道
の
写
真
を
ま
と
め
た
展
覧

会
「Sakuan, M
atapaan 

| Hokkaido

」

（
禅
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
を
開
催
。

Sakuan, M
atapaan

は
ア
イ
ヌ
語
で
「
夏
が

来
る
、
冬
が
来
る
」
を
意
味
す
る
。
洗
練
さ

れ
た
ス
ト
リ
ー
ト
ス
ナ
ッ
プ
の
手
法
に
よ
っ

て
撮
り
収
め
ら
れ
た
人
物
、
風
景
は
、
独
自

の
世
界
像
を
提
示
し
て
い
る
。

飛
彈
野
数
右
衛
門
賞
、
山
田
實
氏

　

１
９
１
８
（
大
正
７
）
年
生
ま
れ
、
沖
縄

県
那
覇
市
出
身
。
41
年
明
治
大
学
専
門
部
商

科
卒
業
。

　

大
学
新
聞
編
集
委
員
を
務
め
、
同
年
同
大

学
新
聞
高
等
研
究
科
（
二
部
）
卒
業
。
日
産

土
木
株
式
会
社
入
社
後
、
満
州
に
赴
任
。
現

地
で
召
集
を
受
け
た
。
終
戦
後
シ
ベ
リ
ア
抑

留
。
’47
（
昭
和
22
）
年
舞
鶴
に
復
員
。

　

日
産
土
木
に
復
職
後
、
’52
（
同
27
）
年
沖

縄
へ
帰
還
。
那
覇
市
内
に
山
田
写
真
機
店
を

開
業
。
二
科
会
沖
縄
支
部
結
成
メ
ン
バ
ー

（
’58
年
）
と
な
る
。
沖
縄
ニ
ッ
コ
ー
ル
ク
ラ

ブ
を
設
立
（
’59
年
）
、
沖
展
へ
の
会
員
参
加

（
’62
年
）
、
沖
縄
写
真
連
盟
設
立
メ
ン
バ
ー

（
’66
年
）
な
ど
、
戦
後
沖
縄
写
真
界
の
草
分

け
的
存
在
。

　

土
門
拳
の
リ
ア
リ
ズ
ム
運
動
や
、
’62
（
昭

和
37
）
年
に
沖
縄
で
の
取
材
に
同
行
し
た
濱

谷
浩
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
る
一
方
、
基
地

や
闘
争
の
写
真
か
ら
は
距
離
を
置
き
、
子
ど

も
や
庶
民
の
日
常
生
活
を
、
抑
制
の
き
い
た

距
離
感
と
深
い
共
感
に
よ
っ
て
撮
り
お
さ
め

る
。

　

’72
（
同
47
）
年
の
本
土
復
帰
ま
で
は
、
岩

宮
武
二
、
濱
谷
浩
、
林
忠
彦
、
木
村
伊
兵
衛
、

東
松
照
明
ほ
か
、
本
土
の
多
数
の
写
真
家
の

身
元
引
き
受
け
人
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
東
松
氏
が
主
と
な
っ
て
沖
縄
で
開

催
し
た
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
写
真
学
校
」
の

窓
口
も
引
き
受
け
る
な
ど
、
本
土
と
沖
縄
を

つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
非
常
に

重
要
な
役
割
を
担
っ
た
。

　

`77
（
同
52
）
年
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
芸
術
選

大
賞
、
２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
、
沖
縄
県

文
化
功
労
賞
受
賞
。
昨
年
、
沖
縄
県
立
博
物

館
・
美
術
館
で
「
山
田
實
展　

人
と
時
の
往

来
」
展
を
開
催
。
「
山
田
實
写
真
集　

故
郷

は
戦
場
だ
っ
た
」
（
未
来
社
、
２
０
１
２
年
）

を
出
版
。

（
い
ず
れ
も
写
真
の
町
東
川
賞
審
査
会
委
員
、

佐
藤
時
啓
氏
の
講
評
か
ら
）

―　

◇　

―

〔
審
査
会
委
員
〕
（
敬
称
略
、
五
十
音
順
）

　

浅
葉
克
己
（
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
、

笠
原
美
智
子
（ 

写
真
評
論
家
）
、
楠
本
亜
紀

（
写
真
評
論
家
、
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
）
、
佐
藤

時
啓
（
写
真
家
）
、
野
町
和
嘉
（
同
）
、
平

野
啓
一
郎　

（
作
家
）
、
光
田
由
里
（
美
術

評
論
家
）
、
山
崎
博
（
写
真
家
）

第29回写真の町東川賞

©川内倫子
無題（シリーズ「Illuminance」より）2007年
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新人作家賞
初沢亜利氏（はつざわ・あり）
写真集「隣人。38度線の北」（徳間書店、2012年）
及び「True Feelings‐爪痕の真情。2011.3.12
～2012.3.11」（三栄書房、2012年）に対して。

特別作家賞 / 中藤毅彦氏（なかふじ・たけひこ）
写真集・写真展「Sakuan, Matapaan‐Hokkaido」（Zen Photo 
Gallery、2013年）に対して。

元山（ウォンサン）　2012年 平壌　2011年 気仙沼　2011年

作品はすべてシリーズ「Sakuan, Matapaan- Hokkaido」より1998～2012年

水浴び　玉城村奥武島　1966年野良帰りの親子　糸満　1962年

手をつないで　糸満港　1960年

第29回写真の町東川賞

海外作家賞（対象国マレーシア）
ミンストレル・キュイク・チン・チェー氏
（Minstrel Kuik Ching Chieh）
作品プロジェクト
「Mer.rily Mer.rily Mer.rily Mer.rily」に至る一連
の作家活動に対して。

国内作家賞 / 川内倫子氏（かわうち・りんこ）
「照度 あめつち 影を見る」展（東京都写真美術館、2012年）及び

一連の作家活動に対して。

シリーズ「The Market」より　2009年

シリーズ「The National Day」より　2008年シリーズ「The Villagers」より　2009年

シリーズ「Illuminance」より　2009年 シリーズ「あめつち」より　2012年 シリーズ「あめつち」より　2012年

飛彈野数右衛門賞
山田實氏（やまだ・みのる）
「山田實写真集　故郷は戦場だった」（未来社、
2012年）、写真展「山田實展　人と時の往来―
写真でつづるオキナワ」（沖縄県立博物館・美
術館、2012年）及び郷土の沖縄を長年にわたり
撮影し続けてきた活動に対して。

＜敬称略、いずれも佐藤時啓氏講評から抜粋＞
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６月15日㈯ 長靴、防寒具持参（雨天決行）

▼森のインフォメーションセンター（旭岳青少年野営場）…午後３時～
　登山道など国立公園の保全活動の紹介、旭岳ファンクラブの活動紹介　など

▼旭岳安全祈願祭（旭岳ロープウェイ山麓駅）…午後４時半～

▼森のレストラン、森のマーケット（青少年野営場）…午後５時～

▼ヌプリコロカムイノミ…午後７時～
（山の安全を祈るための地元・チカップニアイヌの伝統的な山の祈願祭）

〔町民無料シャトルバス〕
定員40人、無料（ただし先着申し込み順、締め切りは６月14日まで）
道草館発 15：40→旭岳着 16：20／旭岳発 20：00→道草館着 20：40
申し込み先　ひがしかわ観光協会☎82-3761

主催：大雪山旭岳山のまつり実行委員会

第55回

旭岳山のまつり
ヌプリコロカムイノミ

第55回

旭岳山のまつり
ヌプリコロカムイノミ
６月15日㈯ 長靴、防寒具持参（雨天決行）

▼森のインフォメーションセンター（旭岳青少年野営場）…午後３時～
　登山道など国立公園の保全活動の紹介、旭岳ファンクラブの活動紹介　など

▼旭岳安全祈願祭（旭岳ロープウェイ山麓駅）…午後４時半～

▼森のレストラン、森のマーケット（青少年野営場）…午後５時～

▼ヌプリコロカムイノミ…午後７時～
（山の安全を祈るための地元・チカップニアイヌの伝統的な山の祈願祭）

〔町民無料シャトルバス〕
定員20人、無料（ただし先着申し込み順、締め切りは６月14日まで）
道草館発 15：40→旭岳着 16：20／旭岳発 20：00→道草館着 20：40
申し込み先　ひがしかわ観光協会☎82-3761

主催：大雪山旭岳山のまつり実行委員会

　

忠
別
川
源
流
部
の
東
川
町
天
人
峡

温
泉
の
羽
衣
の
滝
周
辺
斜
面
で
土
砂

崩
れ
が
発
生
し
、
滝
見
展
望
の
見
晴

ら
し
台
や
、
羽
衣
の
滝
に
つ
な
が
る

付
近
の
園
路
が
土
砂
に
埋
ま
り
ま
し

た
。
北
海
道
上
川
中
部
森
林
管
理
署
、

環
境
省
東
川
自
然
保
護
官
事
務
所
で

詳
し
く
調
べ
て
い
ま
す
が
、
復
旧
見

込
み
は
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

調
べ
で
は
、
羽
衣
の
滝
か
ら
直
近

の
忠
別
川
下
流
右
岸
沢
地
斜
面
が
、

５
月
10
日
の
発
見
時
ま
で
の
間
に
土

砂
崩
れ
し
、
標
高
約
７
０
０
㍍
地
点

付
近
か
ら
３
方
向
に
向
か
っ
て
約
80

㍍
下
の
川
床
部
ま
で
、
崩
れ
た
土
砂

で
法
面
が
崩
落
し
て
い
る
の
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。

　

関
係
機
関
、
町
な
ど

で
現
地
調
査
の
上
、
今

後
の
対
策
を
検
討
し
て

い
ま
す
が
、
現
場
付
近

の
流
木
、
土
砂
を
撤
去

し
、
付
近
一
帯
の
安
全

対
策
を
講
じ
て
安
全
を

確
認
す
る
ま
で
の
間
、

相
当
期
間
を
必
要
と
す

る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
季
観
光
シ
ー
ズ
ン

の
立
ち
入
り
は
、
今
後

の
復
旧
作
業
状
況
を
見

て
関
係
機
関
と
協
議
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

羽
衣
の
滝
付
近
で
土
砂
崩
れ
、

今
季
は
復
旧
未
定

羽
衣
の
滝
付
近
で
土
砂
崩
れ
、

今
季
は
復
旧
未
定

羽
衣
の
滝
付
近
で
土
砂
崩
れ
、

今
季
は
復
旧
未
定

羽衣の滝（正面右）の左側が土砂崩れしました（直下の橋も土砂に埋まっています）
＝5月10日撮影
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ま
ち
・
タ
ウ
ン

君
の
椅
子
、一
緒
に「
へ
そ
の
緒
＆
乳
歯
入
れ
」も

君
の
椅
子
、一
緒
に「
へ
そ
の
緒
＆
乳
歯
入
れ
」も

黄
金
週
間
ド
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、今
年
も
に
ぎ
わ
い

黄
金
週
間
ド
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、今
年
も
に
ぎ
わ
い

　
君
の
椅
子
２
０
１
３
モ
デ
ル
が
決
ま
り
、

５
月
23
日
、
道
立
旭
川
美
術
館
で
第
1
号
の

贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

 

17
区
西
町
の
平
田
英
永
（
え
い
と
）
ち
ゃ

ん
（
今
年
1
月
誕
生
）
。
父
親
の
英
樹
さ
ん

（
46
）
、
母
親
の
留
美
さ
ん
（
39
）
と
一
緒

に
松
岡
市
郎
町
長
か
ら
小
さ
な
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
も
ら
い
ま
し
た
。
町
で
は
、
今
年
か
ら
町

内
の
木
工
ク
ラ
フ
ト
作
家
、
千
葉
章
弘
さ
ん

製
作
の
「
へ
そ
の
緒
＆
乳
歯
入
れ
」
も
一
緒

に
贈
り
ま
す
。

　
デ
ザ
イ
ン
の
担
当
は
、
イ
ン
テ
リ
ア
・
プ

ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
笠
原
嘉
人
さ
ん

（
52
）
＝
東
京
都
在
住
＝
、
制
作
は
、
５
年

ぶ
り
２
度
目
の
む
う
工
房
、
向
坊
明
さ

ん
（
59
）
＝
東
４
号
南
１
＝
。
㈱
匠
工

芸
（
東
神
楽
町
、
桑
原
義
彦
社
長
）
も

新
た
に
制
作
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
笠
原
さ
ん
は
「
１
０
０
年
先
ま
で
寄

り
添
っ
て
、
ず
っ
と
存
在
感
が
あ
る
デ

ザ
イ
ン
を
考
え
た
」
、
向
坊
さ
ん
は

「
今
回
は
打
ち
合
わ
せ
の
段
階
か
ら
充

実
し
て
い
ま
し
た
」
と
息
の
合
っ
た
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
「
君
の
椅
子
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

昨
年
11
月
か
ら
東
神
楽
町
が
加
わ
り
、

剣
淵
町
、
愛
別
町
と
と
も
に
４
町
に
な

り
ま
し
た
。
東
川
町
で
は
昨
１
年
間
に

52
人
の
小
さ
な
手
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
講
師
は
Ｗ
杯
3
位
入
賞
し
た
経
験
を
持
つ

夏
見
円
さ
ん
（
34
）
＝
Ｊ
Ｒ
北
海
道
＝
。

　
ク
ラ
シ
カ
ル
走
法
の
基
本
、
ポ
ー
ル
な
し

走
法
と
、
急
坂
の
上
り
、
下
り
を
繰
り
返
し
、

大
き
く
手
を
上
に
振
り
上
げ
て
体
の
バ
ラ
ン

ス
感
覚
を
覚
え
る
練
習
で
す
。
夏
見
さ
ん
は

子
供
た
ち
と
ハ
イ
タ
ッ
チ
し
て
「
は
い
、
ゴ

ー
ル
」
な
ど
と
練
習
を
重
ね
ま
し
た
。

　
５
月
４
日
、
旭
岳
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス

キ
ー
コ
ー
ス
で
、
町
教
委
主
催
の
「
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
ス
プ
リ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
年
２
月
に
発
足
し
た
東
川
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ス
キ
ー
少
年
団
に
加
え
、
旭
川
市
内

の
子
供
た
ち
も
合
わ
せ
て
、
中
学
１
年
生
ま

で
約
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
東
川
町
商
工
会
は
、
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間

中
恒
例
と
な
っ
た
「
２
０

１
３
み
ち
く
さ
ド
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
」
を
今
年
も
開
き

ま
し
た
。
後
半
４
連
休
の

５
月
３
日
か
ら
３
日
間
、

家
族
連
れ
で
町
内
が
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　
事
前
申
し
込
み
を
合
わ

せ
て
約
７
０
０
人
が
参
加
。

町
内
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
例
年
に
な
い
寒
さ
と
悪
天
候
が

続
き
、
旭
岳
温
泉
は
連
休
期
間
中
新
た
に
20

セ
ン
チ
以
上
新
雪
が
積
も
っ
て
積
雪
約
４
メ

ー
ト
ル
に
増
え
た
ほ
ど
。
せ
っ
か
く
の
連
休

も
ぐ
ず
つ
き
気
味
の
肌

寒
い
天
候
で
、
キ
ト
ウ

シ
森
林
公
園
の
名
物
、

カ
タ
ク
リ
の
花
も
固
い

つ
ぼ
み
の
ま
ま
。
例
年

な
ら
ば
行
列
の
で
き
る

ゴ
ー
カ
ー
ト
乗
り
場
も

閑
散
と
し
て
い
ま
し
た
。

 

と
は
い
え
、
ラ
リ
ー

参
加
者
は
「
毎
年
参
加

し
て
い
ま
す
」
「
机
づ

く
り
体
験
は
20
人
限
定
だ
か
ら
早
く
行
か
な

き
ゃ
…
」
な
ど
と
楽
し
み
に
し
て
き
た
家
族

連
れ
が
い
っ
ぱ
い
。
中
に
は
本
州
ナ
ン
バ
ー

の
車
の
参
加
も
目
立
っ
て
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ク
ロ
カ
ン
練
習
、子
供
春
キ
ャン
プ

ク
ロ
カ
ン
練
習
、子
供
春
キ
ャン
プ

今年の君の椅子プレゼントを受けた平田英永（えいと）ちゃんと
お父さんの英樹さん、お母さんの留美さん。左から今年の製作
者、向坊さん、椅子をデザインした笠原さん
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５
月
18
日
、
羽
衣
公
園
で
Ｊ
リ
ー
グ
の
元

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
、
ラ

モ
ス
瑠
偉
さ
ん
（
56
）
＝
現
ビ
ー
チ
サ
ッ

カ
ー
日
本
代
表
監
督
＝
の
サ
ッ
カ
ー
教
室
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

尾
崎
商
事
㈱
（
岡
山
）
の
主
催
。
東
川
サ

ッ
カ
ー
少
年
団
員
、
東
川
中
学
校
、
東
川
高

校
の
サ
ッ
カ
ー
部
生
徒
、
東
神
楽
町
の

N
P
O
（
特
定
非
営
利
活
動
）
法
人
、
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｈ
の
小
学
生
と
父

母
ら
約
３
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

ラ
モ
ス
さ
ん
は
羽
衣
公
園
特
設
会
場
で
子

供
た
ち
と
一
緒
に
試
合
形
式
の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム

に
参
加
。
靴
を
脱
ぎ
、
ス
ー
ツ
姿
の
ま
ま
素

足
で
ボ
ー
ル
回
し
を
始
め
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
は
ボ
ー
ル
を
奪
お
う
と
必
死
。

し
か
し
ド
リ
ブ
ル
、
パ
ス

回
し
、
ボ
ー
ル
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
と
、
次
々
と
技
を
繰

り
出
さ
れ
、
ボ
ー
ル
を
奪

え
ま
せ
ん
。

　

必
死
に
食
い
下
が
る
子

供
た
ち
を
振
り
切
ろ
う
と

ラ
モ
ス
さ
ん
も
次
第
に
熱

が
入
り
、
最
後
は
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
を
脱
ぎ
棄
て
て
汗
ば

む
ほ
ど
。
講
演
会
で
は
自

ら
の
サ
ッ
カ
ー
人
生
を
振

り
返
っ
て
「
ぶ
れ
な
い
、
楽
な
道
を
選
ば
な

い
。
う
ま
く
な
り
た
け
れ
ば
だ
れ
よ
り
も
努

力
し
ろ
。
夢
が
か
な
う
の
は
自
分
次
第
」
な

ど
と
語
り
か
け
ま
し
た
。

カ
タ
ク
リ
を
写
生
し
ま
し
た
。

　
水
彩
画
の
コ
ツ
は
、
色
を
徐
々
に
重
ね
て

い
く
こ
と
。
「
花
の
付
け
根
の
あ
た
り
に
ブ

ル
ー
を
塗
る
と
紫
色
に
な
る
」
「
緑
の
葉
は

黄
色
を
少
し
乗
せ
、
表
側
を
強
く
黄
色
く
す

る
と
一
見
し
て
裏
と
表
の
葉
の
様
子
が
わ
か

る
」
「
花
と
茎
の
長
さ
の
比
は
3
倍
。
茎
を

長
く
描
く
と
き
れ
い
に
見
え
る
」
な
ど
と
一

人
ず
つ
描
き
方
の
コ
ツ
を
伝
授
し
ま
し
た
。

　
５
月
12
日
、
町
教
委
が
主
催
し
て
春
の
山

野
草
を
描
く
ス
ケ
ッ
チ
教
室
を
開
き
ま
し
た
。

日
本
画
家
、
小
林
政
紘
さ
ん
（
長
野
県
諏
訪

郡
富
士
見
町
在
住
）
を
講
師
に
、
よ
う
や
く

咲
き
始
め
た
カ
タ
ク
リ
の
花
を
題
材
に
、
キ

ト
ウ
シ
森
林
公
園
で
絵
筆
を
握
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
女
性
を
中
心
に
約
30
人
。

　
例
年
な
ら
花
の
見
ご
ろ
も
終
わ
り
で
す
が
、

約
２
週
間
遅
れ
で
一
気
に
満
開
期
を
迎
え
た

　

５
月
18
日
、
羽
衣
公
園

で
今
年
も
外
来
種
の
セ
イ

ヨ
ウ
オ
オ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ

の
捕
獲
駆
除
作
戦
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

上
川
総
合
振
興
局
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
（
非
営
利
特
定
活
動
）

法
人
ね
お
す
が
主
催
し
て

８
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

大
雪
と
東
川
町
の
自
然
を

守
る
会
の
町
内
会
員
、
遠

く
遠
軽
町
、
上
川
町
か
ら
も
参
加
者
が
加
わ

っ
て
、
約
30
人
が
手
作
り
の
駆
除
網
を
駆
使

し
て
い
ま
し
た
。

　

春
は
前
年
秋
に
誕
生
し
た
新
女
王
バ
チ
が

新
し
く
巣
作
り
を
始
め
る
季
節
。
新
た
な
繁

殖
活
動
前
に
女
王
バ
チ
を
駆

除
し
て
し
ま
う
の
が
個
体
数

の
削
減
に
効
果
的
で
す
。

　

昨
年
に
続
い
て
肌
寒
い
春

の
訪
れ
と
な
り
、
当
初
は
本

格
的
な
活
動
を
始
め
て
い
る

ハ
チ
を
う
ま
く
捕
獲
で
き
る

か
心
配
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
前
日
か
ら
の
春
の

陽
気
で
公
園
内
の
ツ
ツ
ジ
の

花
が
一
気
に
開
花
、
ハ
チ
の

活
動
も
活
発
に
な
り
始
め
て
い
た
た
め
、
こ

の
日
の
駆
除
数
は
89
匹
と
数
年
ぶ
り
の
大
収

穫
。
「
以
前
は
一
度
に
２
０
０
く
ら
い
捕
れ

た
時
も
あ
っ
た
」
と
着
実
な
減
少
を
肌
で
感

じ
て
い
ま
し
た
。

セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
の
捕
獲
作
戦

セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
の
捕
獲
作
戦

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
山
麓
駅
で
春
待
ち
の
木
道
雪
割
り

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
山
麓
駅
で
春
待
ち
の
木
道
雪
割
り

ラ
モ
ス
さ
ん
と
サ
ッ
カ
ー
〜
子
供
た
ち
大
喜
び

ラ
モ
ス
さ
ん
と
サ
ッ
カ
ー
〜
子
供
た
ち
大
喜
び

豊
作
祈
っ
て
神
撰
田
で
田
植
え

豊
作
祈
っ
て
神
撰
田
で
田
植
え

　
旭
岳
の
ス
キ
ー
・
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
春
合
宿
が

例
年
に
も
増
し
て
に
ぎ
や

か
。
男
子
日
本
代
表
候
補

の
渡
部
暁
斗
選
手
（
24
）

＝
北
野
建
設
＝
、
同
じ
く

女
子
代
表
候
補
の
石
田
正

子
選
手
（
32
）
＝
Ｊ
Ｒ
北
海
道
＝
ら
国
内
強

化
選
手
、
大
学
チ
ー
ム
選
手
が
次
々
と
訪
れ
、

残
雪
豊
富
な
コ
ー
ス
で
練
習
を
重
ね
て
い
ま

し
た
。

　
渡
部
選
手
は
４
月
22
日
か
ら
５
日
間
の
短

期
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
Ｗ
杯
２
０
１
２
|
２
０
１
３
年
シ
ー
ズ
ン

は
総
合
３
位
に
つ
け
、
実
力
は
現
在
国
内
ピ

カ
一
。
来
年
２
月
の
ロ
シ
ア
・
ソ
チ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
目
指
し
、
ゼ
ネ
ラ
ル
・
マ
ネ
ジ

ャ
ー
に
就
任
し
た
荻
原
健
司
さ
ん
（
43
）
＝

元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
（
ス
キ
ー
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
複
合
）
＝
と
一
緒
に
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
調
整
を
重
ね
ま
し
た
。

　
美
幌
町
出
身
の
石
田
選
手
は
4
月
27
日
か

ら
９
日
間
の
春
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。

　
昨
季
Ｗ
杯
フ
ラ
ン
ス
大
会
４
位
、
カ
ナ
ダ

大
会
５
位
入
賞
を
果
た
し
、
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
向
け
て
こ
れ

か
ら
が
正
念
場
。
６

月
か
ら
始
ま
る
フ
ラ

ン
ス
・
ジ
ュ
ラ
で
の

長
期
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
向
け
、
体
調
を
ア

ッ
プ
さ
せ
る
走
り
込

み
を
重
ね
て
い
ま
し

た
。

残
っ
て
い
ま
す
。

　

約
20
人
の
地
元
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
が

出
動
し
て
、
真
っ
赤
に
日
焼
け
し
な
が
ら
自

分
の
身
長
ほ
ど
も
あ
る
深
い
雪
の
除
雪
に
汗

だ
く
。
散
策
道
の
う
ち
約
2
0
0
メ
ー
ト
ル

区
間
を
よ
う
や
く
雪
は
ね
し
ま
し
た
。

　

付
近
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
地
熱
が
高
く
、
春

の
訪
れ
を
告
げ
る
黄
色
い
花
の
エ
ゾ
ノ
リ
ュ

ウ
キ
ン
カ
、
白
い
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
が
日
本
で

一
番
遅
い
春
到
来
を
告
げ
て
い
ま
し
た
。

　

５
月
24
日
、
旭
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
山
麓
駅

直
下
に
あ
る
木
道
散
策
コ
ー
ス
（
標
高
約
千

１
０
０
㍍
）
で
雪
割
り
作
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
旭
岳
に
よ
う
や
く
春
が
到
来
し
、
本
格

的
な
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
急
ピ
ッ
チ
で

季
節
が
進
み
始
め
ま
し
た
。

　

昨
冬
の
大
雪
山
は
、
異
常
に
多
い
積
雪
量

と
な
り
、
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
は
終
了
し
た
あ

と
も
６
合
目
（
標
高
約
千
６
０
０
㍍
）
の
姿

見
付
近
で
は
ま
だ
３
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
雪
が

　
５
月
15
日
、
東
２
号
北
１
、

三
田
常
男
さ
ん
（
66
）
の
北

海
道
神
宮
神
撰
田
（
し
ん
せ

ん
で
ん
）
で
、
奉
納
米
の
お

田
植
え
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
時
折
小
雨
模
様

で
セ
氏
11
・
７
度
（
午
後
1

時
）
と
肌
寒
い
気
温
。
例
年

に
な
く
春
の
低
温
が
続
く
中

の
田
植
え
に
な
り
ま
し
た
。

　
12
人
の
早
乙
女
が
水
ぬ
る
む
に
は
ま
だ
早

い
水
田
に
入
り
、
６
人
の
介
助
役
か
ら
苗
を

受
け
取
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
リ
ズ
ム
の

田
植
え
唄
（
う
た
）
に
合
わ
せ
て
、
秋
の
豊

穣
を
願
っ
て
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
の
苗
を
１
本

春一
番
の
花
を
描
こ
う
、と
カ
タ
ク
リ
写
生
会

春一
番
の
花
を
描
こ
う
、と
カ
タ
ク
リ
写
生
会

旭
岳
、ク
ロ
カ
ン
ス
キ
ー
の
春
合
宿
大
に
ぎ
わ
い

旭
岳
、ク
ロ
カ
ン
ス
キ
ー
の
春
合
宿
大
に
ぎ
わ
い

ず
つ
手
植
え
し
ま
し
た
。

　
早
乙
女
は
、
町
内
の
専
門

学
校
で
日
本
語
を
学
ん
で
い

る
台
湾
か
ら
の
研
修
生
、
中

国
、
韓
国
か
ら
来
て
い
る
町

の
国
際
交
流
員
も
参
加
し
、

初
め
て
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
稲
刈
り
に
当
た
る
抜
穂
祭

（
ぬ
い
ぼ
さ
い
）
は
、
９
月

上
旬
ご
ろ
の
予
定
。
北
海
道
神
宮
の
神
前
に

新
米
を
奉
納
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
内
の
今
年
の
田
植
え
は
、
例
年
よ
り
１

週
間
程
度
遅
く
13
日
ご
ろ
か
ら
本
格
化
し
ま

し
た
。

４年ぶりに旭岳トレーニングに訪れ
た渡部暁斗選手（４月25日）

フランス長期トレーニングを前に練習に訪れ
た石田正子選手（5月３日）
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「
１
年
生
の
日
本
語
を
担
当
し
、
担

任
と
し
て
学
生
の
生
活
の
面
倒
も
見
て

い
ま
し
た
」
。

　

「
で
も
私
は
ま
だ
先
生
の
立
場
で
は

な
い
で
す
。
授
業
も
ず
い
ぶ
ん
バ
タ
バ

タ
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。
も
っ
と
日
本

の
こ
と
を
知
り
た
い
、
日
本
の
生
活
や

文
化
を
身
に
付
け
て
か
ら
教
え
る
ほ
う

が
い
い
」
と
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
応

募
し
た
そ
う
で
す
。

　

日
本
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
大
好
き

で
日
本
語
を
勉
強
す
る
、
と
い
う
若
者

が
中
国
で
も
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

担
任
学
生
35
人
の
う
ち
、
６
人
は
、
や

は
り
そ
れ
が
進
学
動
機
だ
っ
た
そ
う
で

す
。

　

「
で
も
私
は
日
本
語
っ
て
い
っ
た
い

何
で
す
か
？
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
本

当
は
中
国
語
（
中
国
文
学
）
専
攻
が
第

一
志
望
だ
っ
た
ん
で
す
。
で
も
初
め
て

先
生
の
発
音
を
聞
い
た
時
『
わ
ぁ
、
す

ご
く
か
わ
い
い
』
と
思
い
っ
き
り
好
き

に
な
り
ま
し
た
」
。◇

　

「
田
園
風
景
が
す
ご
く
好
き
。
そ
の

中
に
身
を
置
く
と
落
ち
着
く
気
が
し
ま

す
。
心
の
癒
し
に
な
る
し
、
落
ち
着
い

て
本
も
い
っ
ぱ
い
読
め
ま
す
」
と
こ
の

町
が
す
っ
か
り
お
気
に
入
り
。

　

「
大
学
に
入
る
ま
で
日
本
語
を
ま
っ

た
く
知
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
が

信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
自
然
な
日
本
語
―

と
思
っ
て
い
た
ら
、
来
日
前
は
紹
興
市

の
越
秀
外
国
語
学
院
と
い
う
大
学
で
日

本
語
の
教
師
で
し
た
。

ら
せ
が
来
て
、
い
っ
た
ん
中
国
に
帰
国

し
て
面
接
を
受
け
合
格
。
来
年
に
は
帰

国
し
、
さ
ら
に
大
学
で
日
本
文
学
の
研

究
を
す
る
そ
う
で
す
。
東
川
に
は
わ
ず

か
１
年
間
の
短
い
期
間
し
か
い
る
こ
と

は
で
き
な
い
で
す
が
「
あ
り
の
ま
ま
を

感
じ
て
、
あ
り
の
ま
ま
を
中
国
の
人
に

伝
え
た
い
。
そ
し
て
中
国
の
衣
食
住
、

昔
か
ら
の
文
化
を
日
本
の
み
な
さ
ん
に

伝
え
た
い
。
中
国
流
の
お
客
さ
ん
に
対

す
る
接
し
方
、
習
慣
な
ど
、
日
本
人
と

ど
う
違
う
の
か
、
中
国
語
講
座
で
や
っ

て
み
た
い
で
す
」
。

　

「
来
る
前
は
す
ご
く
心
配
し
て
い
ま

し
た
。
で
も
着
い
た
ら
す
ぐ
に
お
赤
飯

を
い
た
だ
い
て
、
す
ご
く
お
い
し
か
っ

た
」
と
緊
張
し
て
い
た
気
持
ち
が
一
気

に
ほ
ぐ
れ
ま
し
た
。

　

１
年
間
早
稲
田
大
学
に
留
学
経
験
も
。

早
稲
田
寮
で
い
ろ
い
ろ
な
国
の
留
学
生

と
暮
ら
し
ま
し
た
。
「
あ
っ
と
い
う
間

で
し
た
。
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
」
。

　

東
京
に
着
い
た
翌
日
、
上
海
の
華
東

師
範
大
学
か
ら
博
士
課
程
の
面
接
の
知

今
、生
き
生
き
と

　

４
月
、
町
役
場
に
２

人
の
国
際
交
流
員
が
新

た
に
誕
生
し
ま
し
た
。

中
国
か
ら
来
た
王
雪

（
ワ
ン
・
シ
ュ
エ
）
さ

ん
と
、
韓
国
か
ら
来
日

し
た
尹
昭
煕
（
ユ
ン
・

ソ
ヒ
）
さ
ん
で
す
。
王

さ
ん
は
地
域
活
性
課
、

尹
さ
ん
は
産
業
振
興
課

に
配
属
に
な
り
、
と
も

に
町
と
中
国
、
町
と
韓

国
を
結
ぶ
新
た
な
懸
け

橋
づ
く
り
の
活
動
を
始

め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

２
回
に
わ
た
っ
て
王
さ

ん
、
尹
さ
ん
の
２
人
を

紹
介
し
ま
す
。

6666

東
川
町
国
際
交
流
員　

王　

雪
（
ワ
ン
・
シ
ュ
エ
）
さ
ん

紹興市の越秀外国語学院で授業中（今年3月） 担任のクラス学生と一緒に（今年3月、越秀外国語学院）

王　雪（ワン・シュエ）さん／中国・上海市から来町
　中国・黒竜江省牡丹江寧安市出身、27歳。東川町国際
交流員。４月、総務省、外務省、文部科学省と（財）自
治体国際化協会（通称JET、東京）が行っているJETプ
ログラム（語学教育等を行う外国青年招致事業）で来日。
昨年９月から越秀外国語学院（浙江省紹興市）の日本語
教師。吉林省長春市の東北師範大学卒業（日本語専攻）、
上海市の同済大学大学院修士卒業（日本近代文学）。
2011（平成23）年、早稲田大学留学。６月から農村環
境改善センターでで週２回の中国語教室がスタート。

上
海
の
田
子
坊
で
（
昨
年
７
月
）

蘇州平江旧市街を旅行したとき
（越劇の女形と一緒に、昨年7月）
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俳　

句

　

政
権
が
交
代
し
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
で
円

安
、
株
価
も
上
昇
し
続
け
て
輸
出
関
連
企
業
は

大
き
な
黒
字
決
算
と
伝
え
ら
れ
る
。
株
価
が
上

が
っ
た
こ
と
が
「
良
い
こ
と
だ
か
、
悪
い
こ
と

だ
か
」
、
何
だ
か
ま
っ
た
く
分
か
ら
な
い
。
し

か
し
景
気
は
良
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
景
気

が
良
く
な
れ
ば
ベ
ー
ス
・
ア
ッ
プ
に
な
る
、
ベ

ア
が
出
る
と
期
待
す
る
。
安
倍
晋
三
総
理
大
臣

は
、
民
間
企
業
に
対
し
て
賃
金
ア
ッ
プ
を
要
請

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
ん
な
中
「
ベ
ア
が
出
た
、
ベ
ア
が
出
た
」

と
職
員
か
ら
報
告
が
あ
り
、
「
一
体
ど
こ
が
」

と
聞
い
た
ら
「
大
き
な
足
跡
が
…
」
。
何
と
ベ

ア
は
ベ
ア
で
も
熊
の
出
没
情
報
で
あ
っ
た
。
西

部
地
区
の
中
心
部
に
北
に
向
か
っ
て
熊
の
足
跡

が
は
っ
き
り
と
残
っ
て
い
た
。
足
跡
が
発
見
さ

れ
た
会
社
工
場
の
社
長
は
「
気
づ
い
た
も
の
が

家
の
な
か
に
い
る
」
と
言
う
。
「
誰
か
」
と
聞

け
ば
「
猫
」
だ
っ
た
。

　

「
夜
中
、
猫
が
窓
か
ら
外
に
向
か
っ
て
何
時

も
と
違
う
泣
き
方
を
し
た
」
そ
う
で
あ
る
。
き

っ
と
熊
の
通
過
に
気
づ
い
た
の
だ
ろ
う
。
冷
え

冷
え
と
し
た
気
候
が
続
く
中
、
聞
く
と
一
層
身

に
凍
え
つ
く
。
本
当
に
ど
こ
か
ら
迷
い
込
ん
で

き
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

自
然
界
も
人
間
界
も
何
だ
か
変
だ
。
悪
天
気

も
熊
の
出
没
も
自
然
界
の
異
常
気
象
に
起
因
し

て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
人
間
界
で
も
常
識

を
逸
脱
し
た
よ
う
な
政
治
家
の
発
言
等
が
目
立

ち
、
近
隣
諸
国
と
の
緊
張
が
高
ま
り
不
安
に
な

る
。

　

不
安
と
い
え
ば
私
た
ち
が
消
費
し
て
い
る
も

の
の
う
ち
大
半
は
輸
入
品
で
あ
る
。
円
安
に
な

る
こ
と
は
輸
入
に
関
係
す
る
ガ
ソ
リ
ン
、
電
気

料
、
食
料
品
な
ど
が
上
が
る
こ
と
に
直
結
す
る
。

年
金
暮
ら
し
の
人
々
に
と
っ
て
は
可
処
分
所
得

が
減
り
、
家
計
を
直
撃
す
る
こ
と
に
な
る
。
農

村
と
北
国
に
生
活
す
る
者
に
と
っ
て
は
特
に
厳

し
く
、
不
安
が
高
ま
る
。
一
日
も
早
い
対
策
に

期
待
し
た
い
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
な
ら
ず
、

ア
ベ
ノ
リ
ス
ク
（
リ
ス
ク
と
は
危
険
の
意
）
が

到
来
し
た
か
と
さ
え
感
じ
る
。
し
か
し
「
厳
し

い
、
危
険
だ
」
と
叫
ん
で
も
だ
れ
も
助
け
て
は

く
れ
な
い
。
地
の
利
の
あ
る
本
町
が
円
安
を
生

か
す
に
は
、
成
長
著
し
い
東
ア
ジ
ア
の
国
々
な

ど
海
外
か
ら
観
光
客
を
誘
致
し
、
「
お
も
て
な

し
の
心
」
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。
今
こ
そ

積
極
的
な
姿
勢
で
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。

お
し
ゃ
べ
り
を
し
ま
し
ょ
う
友
よ
五
月
野
で

妻
の
留
守
新
茶
と
メ
モ
の
ポ
ッ
ト
の
湯

い
つ
も
よ
り
は
ず
む
呼
び
声
新
茶
汲
む

蕗
の
と
う
ひ
と
つ
会
話
の
種
と
な
り

香
り
よ
り
ま
ず
急
須
ほ
め
新
茶
か
な

富
士
裾
の
新
茶
と
無
事
を
送
り
来
る

「
知
覧
」
と
い
う
新
茶
の
色
の
深
み
ど
り

新
人
の
初
め
て
入
れ
た
新
茶
か
な

そ
っ
と
出
す
旅
の
萩
焼
新
茶
か
な

流
れ
ゆ
く
雲
も
い
つ
し
か
衣
更

銭
湯
の
富
士
な
つ
か
し
や
新
茶
汲
む

校
庭
の
風
逆
立
ち
て
鯉
幟

十
勝
な
る
遠
嶺
き
ら
き
ら
新
茶
か
な

向
い
風
受
け
て
ぞ
泳
ぐ
鯉
幟

語
り
の
声
潰
し
て
春
の
別
れ
か
な

苗
木
市
黄
色
の
デ
ー
ジ
ー
に
一
目
惚
れ

甘
え
泣
き
あ
や
し
癒
さ
れ
春
の
宵

余
花
の
雨
も
も
い
ろ
の
影
な
ま
め
か
し

新
茶
古
茶
気
の
む
く
ま
ま
に
淹
れ
か
へ
て

小　
林　
ろ　
ば

高　
橋　
公　
花

杉
山　
ひ
ろ
の
り

保　
科　
な　
ほ

徳　
光　
吐　
苦

杉　
山　
り　
つ

山　
口　
佐
知
子

横　
田　
則　
子

若　
田　
　
　
久

高　
瀬　
　
　
潤

石　
澤　
清　
宏

澤　
田　
久
美
子

松　
山　
蓉　
子

三　
島　
　
　
智

若　
田　
　
　
郁

本　
田　
　
　
咲

山　
内　
み　
ゆ

秋　
山　
深　
雪

長
谷
川　
き
み
ゑ

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

松
岡
市
郎

何
か
変
だ
が「
円
安
下
は
積
極
的
な
姿
勢
」で
‼

俳　

句

俳　

句
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大雪山の素顔
春山の楽しみと危険性
　6月になったとはいえ、今年ほど春の訪れを待ち
望んだ年は過去にないでしょう。ゴールデンウィー
ク中の東川の天気はすべて雨か雪、そして曇り。平
均気温はプラス5度に届かず、10度を超えた日は１
日もありませんでした。例年はプラス20度を超えて
初夏を感じる日も多くなることと比較すると、完全
に異常気象を通り越し、地球の悲痛な叫びが聞こえ
てくるようです。
　大雪山の雪解けも遅れ、５月初旬現在、旭岳温泉
の積雪は例年の３倍近い３メートルもありました。
過去にない積雪記録でしたが、春山に登り滑走する
雪山愛好者にとっては、残雪期を長く楽しめる貴重
なシーズンでもありました。
　春山の魅力は、なんと言っても自由に雪上を行動
し、夏には見ることの出来ない風景や場所を行動で
きることでしょう。締まった雪はラッセルの必要も
なく、暖かい陽気の中、長距離の行動を可能にして
くれます。滑走愛好者にとっては、締まったザラメ
雪が最高の滑走感と、大雪山との一体感を味わわせ
てくれます。

　しかし春山は、手軽
に雪山を楽しめる半面、
天候や雪質の変化が大
きく、降雪後などは雪
崩の危険性が非常に高
くなります。温度変化
の大きい雪質は滑落の
危険性や大きなクラッ
ク（雪の割れ目）も多
くなり、正確な状況判
断が必要となります。
　春山シーズンは最も大雪山を楽しめる時期でもあ
りながら、最も危険要素を多く含む時期でもありま
す。常に天候や雪質、気温、斜面、自分や同行者の
能力など、その場の状況を冷静に判断し、安全第一
で行動しなければなりません。このようなことに注
意して、この時期にしか見ることの出来ない大雪山
の春を見つけに出かけてみてください。

自然写真家 

高原温泉ヒグマ情報センター巡視員　　　松野智久

　

数
多
く
あ
る
大
雪
山
登
山
記
の
中
で
、

相
当
昔
の
も
の
と
し
て
、
大
平
晟
（
お
お

だ
い
ら
・
あ
き
ら
＝
新
潟
県
出
身
）
が
日

本
山
岳
会
機
関
誌
『
山
岳
』
第
八
年
第
壱

号
に
発
表
し
た
『
ヌ
タ
ㇷ゚
カ
ㇺ
ウ
シ
ュ
ペ
』

が
あ
り
ま
す
。

　

１
９
０
９
年
（
明
治
42
年
）
８
月
22
日
、

旭
川
の
旅
館
笹
岡
を
出
発
し
て
か
ら
26
日

に
旭
川
に
帰
着
す
る
ま
で
の
道
中
、
東
川

村
の
様
子
や
出
会
っ
た
村
人
の
こ
と
に
も

ふ
れ
て
い
る
お
も
し
ろ
い
内
容
で
す
。

　

「
大
雪
山
は
、
原
名
ヌ
タ
ㇰ
カ
ㇺ
ウ

シ
ュ
ペ
に
し
て
（
中
略
）
旭
川
地
方
の
も

の
は
、
概
し
て
忠
別
山
と
称
す
」
と
記
し

て
い
て
、
旭
岳
と
は
書
い
て
い
ま
せ
ん
。

　

午
前
７
時
に
出
発
、
四
条
通
り
を
一
直

線
に
追
分
に
出
て
、
右
へ
曲
が
っ
て
東
川

へ
。
「
十
時
西
八
号
線
に
着
し
休
憩
す　

馬
市
あ
り
数
百
の
馬
匹
群
集
す
」
。
健
脚

ぶ
り
が
う
か
が
え
ま
す
。
草
鞋
（
わ
ら
じ
）

と
小
か
ご
を
竿
（
さ
お
）
に
掛
け
、
一
足

三
銭
五
厘
也
と
い
う
無
人
の
商
い
に
目
が

止
ま
り
「
何
ぞ
其
れ
床
し
き
」
と
感
嘆
し

て
い
ま
す
。

　

新
開
地
東
川
村
は
「
東
西
南
北
に
区
画

線
を
設
け
、
各
線
間
は
五
町
と
す
、
人
家

疎
ら
に
散
点
す
。
十
二
時
、
東
五
号
線
太

田
常
太
郎
と
い
ふ
雑
貨
店
に
憩
い
、
昼

飯
」
。
店
主
は
冬
の
気
候
が
穏
や
か
な
様

子
を
話
し
、
「
暴
風
な
き
こ
そ
幸
な
れ
」

と
感
じ
入
り
ま
す
。

　

３
時
25
分
、
東
20
号
線
に
着
き
、
村
は

ず
れ
の
家

に
泊
ま
り

を
頼
む
。

「
主
人
名

は
石
井
亀

太
郎
と
い

い
、
香
川

県
人
な

り
」
。
娘

か
と
思
う
ほ
ど
若
い
妻
と
２
歳
ぐ
ら
い
の

男
の
子
。
家
は
掘
り
建
て
式
。
屋
根
も
囲

い
も
な
い
風
呂
を
勧
め
ら
れ
「
四
隣
の
風

光
を
望
む
べ
く
、
夕
陽
面
を
射
て
紅
に
、

仰
げ
ば
弦
月
丘
林
の
上
に
懸
り
、
快
味
言

わ
ん
方
な
し
」
。

　

「
主
人
快
活
に
し
て
能
く
談
ず
、
其
弁

ず
る
所
に
よ
れ
ば
、
忠
別
川
の
本
流
を
遡

れ
ば
、
全
川
懸
り
て
一
大
瀑
布
と
な
る
、

ア
イ
シ
ポ
プ
の
滝
と
称
す
」
。
当
時
は
羽

衣
の
滝
で
は
な
く
ア
イ
ヌ
語
名
で
呼
ん
で

い
た
よ
う
で
す
。

　

滝
の
方
向
で
は
な
く
ユ
コ
マ
ベ
ツ
経
由

で
旭
岳
に
登
り
、
行
き
と
帰
り
に
そ
れ
ぞ

れ
ピ
ウ
ケ
ナ
イ
で
野
営
。
帰
途
の
26
日
、

常
設
競
馬
場
で
競
馬
、
祭
典
た
け
な
わ
の

東
川
神
社
で
あ
じ
う
り
を
食
べ
る
な
ど
、

東
川
で
の
ひ
と
時
を
楽
し
ん
だ
よ
う
で
す
。

　

「
北
州
の
高
峯
、
山
頂
の
偉
観
、
大
自

然
の
霊
域
に
接
せ
ん
と
欲
す
る
者
は
、
す

べ
か
ら
く
本
山
に
攀
登
す
べ
き
な
り
」
と

締
め
く
く
っ
て
い
ま
す
。

町
史
編
さ
ん
専
門
員
、
西
原
義
弘

N
atu

re C
o
lu

m
n

（
ネ
ー
チ
ャ
ー 

コ
ラ
ム
）

自
然
解
説
員
な
ど
で
活
躍
す
る
人
た
ち
を
リ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。

大雪山の素顔

N

自

残
雪
模
様
の
硫
黄
沼
と
オ
プ
タ
テ
シ
ケ
山

明
治
の
登
山
記
に
登
場
す
る
東
川
の
村
人
や
お
祭
り

『山岳』復刻版。日本山岳会が1906年（明治39年）４
月に結成され、この年を第１年として毎年１、２、３
号の３冊ずつ発行されました
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A word from another world

英語教育指導員　宮地晶子の

エイゴノマナビカタ

A word from another worldNo.20

Summer Vacation   Karin Strom 
!ere is a magical time ascribed to the American childhood. It punctuates each year with a blissful stretch of 
3 months respite.  We call it summer vacation. At this time School clothes are exchanged for swimsuits and 
backpacks for beach bags.  In the United States, the school year typically begins in September and ends in mid 
June.  As the "nal school bell rings on that mid-June day, students cram their worn no. 2 pencils(※) into their 
bags and race o# to impending summer adventures. 
During this 2-3 month break students participate in a myriad of activities. At home, it is common to see 
children running around half-naked through sprinklers and homemade slip n’ slides(※) in their yards. Licking 
popsicles and throwing water balloons, kids seek fun ways to keep cool during the hot months. Along with 
homemade recreation, elementary students commonly attend speci"c classes and camps throughout the 
summer.  Depending on the child’s interest, their parents may enroll them in number of di#erent camps.  
Including, but not limited to: art camps, music camps, religious camps, computer camps, performing arts 
camps, weight loss camps. !ey may range from day-long to week-long to month-long in duration. 
In high school, students often use the 3 month vacation to take classes or get a summer job. Pupils with a 
scholastic gleam may enroll in classes for college credit: while others may try to make up for classes they failed 
in the past year. Often, teenagers attend driving school for several weeks to earn their driver’s permit. Summer 
also provides an opportune time to earn money with a part time job. Common jobs for teenagers include, lifeguarding, coaching, summer camp 
counselor positions, amusement park employees, baseball stadium attendants, working as an au pair or at local fast food joint. 
As you can see, summer is an interesting time in the United States. My favorite memories from my childhood took place during the summer months, 
and I am looking forward to experiencing another summer in Japan. 

第99回

ピカピカの１年生
　「ングッ」「ック」「ッフ」。新中学１年生の元気な声
が教室に響きます。「ng」「ck」「ph」を発音している
ところです。アルファベットの音とつづりの関係、フォニ
ックスの学習です。
　町が小学校の卒業生にフォニックスのテキストを贈るよ
うになって２年目。私にも１年生を教える番がやっと回っ
てきました。7年ぶりです。１年生がつまずく前に、少し
でも英語が読めるようになる手だてを教えることが私の夢
でした。

　この町の素晴らしいところは、転校生にも同じテキスト
を贈ってくれることです。おかげで中学校では最初から一
斉指導できます。
　「th」では舌を出し、「f」「ph」では唇で軽く空気の
摩擦を起こす。「w」「wh」では、唇をとがらせて「ウ
ォ」。「n」は舌を口の天井につけ「ンヌ」。「n」とい
えば、「エヌ」と読んでいた生徒には、どれもおかしいら
しく大笑い。楽しそうです。
　他校では教科書が着々と進んでいるのだろうな、と焦り
がないわけではありません。でも生徒が見せてくれたノー
トを見て、焦りが吹っ飛びました。教科書の単語をフォニ
ックスのルールに当てはめて読んでいる、ということが分
かるメモを書いていました。
　「nice」には「e」に斜線が引いてあり「読まない」、
「i」には「ローマ字読み」とメモが書いてあったのです。
「right」も「gh」に斜線、「i」は「ローマ字読み」のメ
モ。習ったフォニックスのルールを当てはめて覚えようと
してくれているのが分かります。とてもうれしくなりまし
た。この調子で３年間やっていけば、初めて見た単語でも
自力で読める日が来る、と希望を持てます。

夏休み　カリン・ストロム
　アメリカ人にとって子供時代のうっとりする思い出、それは毎年３カ月間にわたる至福の季節、夏休みです。アメリカで
は学校はたいてい９月に始まり、６月半ばに終わります。終わりを告げるベルが鳴ると、生徒はみな（※）No.２の鉛筆をカ
バンに放りこんで、これから始まる冒険へと駆け出します。
　夏、子供たちは多くのアクティビティーに参加します。家のスプリンクラーや（※）スリップアンドスライドに群がる子供た
ちもよくある風物詩。小学生はさまざまなアクティビティーやキャンプに参加します。両親が子供の興味に合わせて選ぶの
は、アート、音楽、宗教、パソコン、パフォーマンスなどのキャンプ。ダイエットキャンプまであります。
　高校生は講座を取ったり、アルバイトしたり。学業に秀でた学生は大学で単位を取ります。落第して補講を受ける生徒も
います。運転免許を取りに、数週間自動車学校に行くことも。またパートでお金をためるのにも絶好の季節です。
　アメリカの夏はおもしろい時。自分の子供時代の楽しい思い出も夏が多いので、日本で過ごすこの夏を楽しみにしてい
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（訳：宮地晶子）

【ちょっと豆知識】
宮地晶子

（※）No.2の鉛筆＝番号は
芯の固さを表します。日本な
らここは「HBの鉛筆をカバ
ンに放り込んで」。
（※）スリップアンドスライ
ド＝水道から水を流すビ
ニールの帯状の遊具。滑り台
が平らになった物を想像して
ください。そこへ走り込んで
文字通り「スリップ（滑り）し
て、スライド（流れる）」楽し
そう！　芝生があればこそで
すね。
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貸し出し図書・ビデオ紹介 文化交流館 ☎82－4245貸し出し図書・ビデオ紹介 文化交流館 ☎82－4245
★本、ＤＶＤの蔵書リクエストをお受けしています★
1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間

貸し出し検索 ☞ http://www.lib-finder2.net/higashikawa/servlet/Index

からすのおかしやさん（絵本）
かこさとし／作　偕成社／刊

　からすのまち、
いずみがもりに
あるからすのパ
ンやさん。とうさ
んからすとかあ
さんからすが、
毎日せっせとパ
ンを焼き、４羽の
子どもたちがお

店で売っています。
　ある日、とうさんとかあさんは、子どもたち
にパン屋の留守を任せます。番長格のチョコ
くんは、せっかく留守を任されたんだからと、
たくさんのクッキーを焼きますが…。ロングセ
ラー『からすのパンやさん』のつづきのお話。

ホビット 思いがけない冒険
（映画、DVD）ワーナーホームビデオ

　ホビット族ビル
ボは、魔法使いの
ガンダルフに誘わ
れ、13人のドワー
フたちとともに恐
るべきドラゴンに
奪われたドワーフ
の王国を取り戻す
危険な冒険に加
わる。ビルボはそ

こで、彼の人生を変えてしまう生き物ゴラム
と出会い、「指輪」を手に入れる。この質素
な金の指輪が「中つ国」の命運を握ってい
るとは、その時のビルボは知るよしもなかっ
た。（１７０分）

夢幻花（一般書）
東野圭吾／著　ＰＨＰ研究所／刊

　独り暮らしをし
ていた老人が殺さ
れた。遺体の第一
発見者である孫娘
の梨乃は、祖父の
死後、庭から消え
た黄色い花のこと
が気にかかり、ブロ
グにアップする。警
察庁に勤務する蒲

生要介は、そのブログを見て梨乃に近づいた。
梨乃はその弟、蒼太と知り合い、蒼太とともに
事件の真相と黄色い花の謎解明に向けて動
き出す。この世に存在しない花を巡る長編ミ
ステリー。

新
連
載

新

૝
Ჭ
Ɯ
๏
ໂ
ƚ

ミ
ニ
家
庭
医
学
講
座

　

こ
の
た
び
４
月
１
日
か
ら
診

療
所
に
就
任
致
し
ま
し
た
古
川

で
す
。

　

私
の
専
門
は
「
家
庭
医
療
」

で
す
。
ピ
ン
と
こ
な
い
方
も
い

る
と
思
い
ま
す
の
で
少
し
解
説

し
ま
す
。

　

今
の
医
療
は
各
専
門
科
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。
病
気
に
か
か

れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
診
療
科
に

受
診
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。

一
方
、
今
ま
で
皆
さ
ん
が
知
っ

て
い
る
タ
イ
プ
の
医
者
は
、
地

域
に
住
ん
で
、
子
供
か
ら
高
齢

者
ま
で
、
年
齢
を
問
わ
ず
ど
ん

な
病
気
や
け
が
も
診
て
、
場
合

に
よ
っ
て
は
往
診
や
看
取
り
も

す
る
感
じ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
一
昔
前
の
医
者
の
よ
う

に
、
健
康
な
時
の
予
防
接
種
や

健
康
診
断
な
ど
の
病
気
の
予
防

か
ら
、
風
邪
や
頭
痛
な
ど
の
日

常
の
病
気
、
生
活
習
慣
病
な
ど

慢
性
の
病
気
、
小
さ
な
け
が
や

心
の
問
題
な
ど
家
族
全
員
の
健

康
問
題
に
対
し
て
対
処
す
る
の

が
「
家
庭
医
療
」
で
す
。

　

さ
て
、
前
職
で
は
病
気
で
寝

た
き
り
に
な
ら
れ
た
方
、
外
来

へ
の
通
院
が
で
き
な
く
な
っ
て

き
た
高
齢
者
の
訪
問
診
療
、
が

ん
に
よ
る
痛
み
の
自
宅
で
の
治

療
、
最
期
ま
で
自
宅
で
過
ご
す

こ
と
を
望
む
が
ん
患
者
さ
ま
の

お
家
へ
訪
問
診
療
を
主
に
行
っ

て
お
り
ま
し
た
。

　

人
生
の
最
期
に
お
付
き
合
い

す
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
経

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
健
康

の
大
切
さ
、
家
族
の
大
切
さ
、

人
生
の
時
間
は
有
限
で
あ
る
こ

と
、
住
み
慣
れ
た
家
で
、
地
域

で
過
ご
せ
る
と
い
う
こ
と
に
非

常
に
価
値
が
あ
る
と
い
う
こ
と
、

そ
し
て
人
生
の
集
大
成
で
あ
る

死
を
迎
え
る
こ
と
に
は
、
本
人

に
も
家
族
に
も
い
ろ
い
ろ
と
支

援
が
必
要
な
こ
と
を
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
診
察
室
で
は
、
慢
性
の

痛
み
や
け
が
の
治
療
、
予
防
接

種
、
内
科
・
小
児
科
の
診
療
、

そ
し
て
診
察
室
の
外
で
は
、
学

校
健
診
、
老
人
施
設
の
回
診
、

訪
問
診
療
な
ど
、
幅
広
く
対
応

で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
東
川
町
で
家

庭
医
療
・
地
域
医
療
を
実
践
す

る
に
あ
た
っ
て
、
も
っ
と
町
に

つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
知

っ
て
、
今
後
「
私
の
専
門
は
東

川
町
で
す
」
と
言
え
る
よ
う
に

な
る
の
が
目
標
で
す
。
こ
の
コ

ラ
ム
で
は
健
康
、
福
祉
を
中
心

に
話
題
に
し
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。古

川
倫
也
医
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

札
幌
市
生
ま
れ
、
39
歳
。
２
０

０
１
（
平
成
13
）
年
旭
川
医
科
大

学
医
学
部
卒
。
２
０
０
５
（
同

17
）
年
北
海
道
家
庭
医
療
学
セ
ン

タ
ー
家
庭
医
療
専
門
医
研
修
修
了
。

日
本
医
師
会
認
定
ス
ポ
ー
ツ
医
、

同
会
認
定
産
業
医
。
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くらし
・

ネットワーク

　
父
和宏
翔士
大地
良記
隆広
芳満

　
母
綾子
琴乃
直美
李奈
昌子
敦子

　
行政区
北町3丁目
27区
17区
東倉沼
17区西町
18区

お 誕 生
生まれた子
石本　陽和子
丸山　季織
高石　美空
古髙　麗斗
小西　隆喜
朝倉　健太

いしもと　   ひ  な   こ

まるやま　  きおり

たかいし　   み  く

ふるたか　  れいと

  こにし　  りゅうき

あさくら　  けんた

都市建設課
工事、委託の入札結果お知らせ  
町発注工事の入札結果をお知らせします。

4月16日 西６号１丁目道路実施設計等委託業務 旭川設計測量㈱ 2,814,000 指名競争入札

〃 路面性状調査委託業務 ㈱ｱｻﾋ建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 8,347,500 〃

〃 キトウシセンターハウス建設実施設計委託業務 ㈱柴滝建築設計事務所 5,250,000 〃

〃 西10号道路改良工事（第1工区） 花本建設㈱ 59,325,000 〃

5月8日 上岐登牛道路改良工事（第1工区） 花本建設㈱ 94,500,000 〃

〃 公園芝刈等管理委託業務 ㈲まるイノザワ物産 2,940,000 〃

〃 西10号道路設計等委託業務 ㈱及川土木設計 2,730,000 〃

4月30日 上岐登牛道路実施設計等委託業務 五大建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ㈱ 6,594,000 〃

〃 阿波団体道路実施設計等委託業務 ㈱富士建設ｺﾝｻﾙ 6,720,000 〃

〃 第三地区用水路安全施設整備工事 藤田建設工業㈱ 12,075,000 〃

入札日 設　備　名　等 請負業者
請負価格

（税込み、円）
契約方法等

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
（前月比＋
（前月比＋
（前月比＋
（前月比＋

　
7,956人
3,721人
4,235人
3,459戸

8人
5人

118人
81人

　
39人）
19人）
20人）
48戸）

人口・世帯数　４月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

　
歳

　
行政区
北町3丁目
15区

86歳
79歳

おくやみ
亡き人
三上　利子
村端　幸市

届出人
三上　行尾
村端　幸子

人のうごき　４月16日～５月15日
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）

り
（
７
月
）
、
長
寿
を
祝
う
会
（
９

月
）
、
新
年
交
礼
会
（
来
年
１
月
）
、

ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
（
２
月
）

町
民
体
育
祭
に
ふ
る
って
ご
参
加
を

　

第
35
回
町
民
体
育
祭
の
参
加
チ
ー
ム

を
募
集
し
ま
す
。

日
時　

７
月
７
日
（
日
）
午
前
８
時
半

　

（
選
手
集
合
）
、
同
９
時
（
開
会
式
）

場
所　

町
民
運
動
公
園
（
北
町
１
丁
目
）

参
加
資
格　

町
民
の
方
、
町
内
事
業
所

　

に
お
勤
め
の
方
、
町
内
の
各
種
学
校

　

な
ど
の
在
校
生

締
め
切
り　

６
月
21
日
（
金
）

今
年
も「
東
川
町
美
し
い
風
景
づ
く
り

賞
」を
選
考
し
ま
す

　

今
年
も
「
東
川
町
美
し
い
風
景
づ
く

り
賞
」
の
選
考
・
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

審
査
対
象
は
①
町
内
全
域
の
住
宅
、

店
舗
（
敷
地
内
の
花
壇
、
建
物
設
計
、

木
彫
看
板
、
電
飾
な
ど
）
②
事
業
所
、

事
務
所
（
植
樹
、
草
木
な
ど
の
緑
化
、

企
業
看
板
、
電
飾
な
ど
）
③
自
然
環
境

の
保
全
、
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
の

た
め
の
住
民
活
動
（
森
林
地
域
な
ど
の

植
樹
、
自
然
公
園
地
域
・
河
川
、
公
園

の
清
掃
活
動
な
ど
）
―
で
す
。

　

本
年
度
分
調
査
期
間
は
、
12
月
27
日

（
金
）
ま
で
。
審
査
委
員
が
現
地
調
査

を
行
っ
て
審
査
し
ま
す
。

　

「
美
し
い
東
川
の
風
景
を
守
り
育
て

る
条
例
」
に
基
づ
い
て
実
施
し
、
個
人

部
門
（
３
カ
所
）
、
団
体
部
門
（
１
カ

 

地
域
活
性
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
地
域
づ
く
り
推
進

室
☎
（
内
線
２
６
２
）

集
落
支
援
員
を
委
嘱
し
ま
し
た

　

町
は
こ
の
ほ
ど
、
各
地
区
の
自
治
振

興
会
事
務
局
長
の
皆
さ
ま
を
集
落
支
援

員
に
委
嘱
し
ま
し
た
。
な
お
集
落
対
策

の
取
り
組
み
と
し
て
本
年
度
各
地
区
で

予
定
さ
れ
て
い
る
行
事
は
次
の
通
り
で
す
。

〔
集
落
支
援
員
〕
（
敬
称
略
）

　

▼
高
橋
賢
治
（
中
央
）
▼
森
田
貞
義

（
西
部
）
▼
三
輪
裕
子
（
第
一
）
▼
中

西
良
夫
（
第
二
）
▼
清
水
英
男
（
第
三
）

〔
各
地
区
の
行
事
予
定
〕

　

●
中
央　

も
の
作
り
講
習
会
（
６

月
）
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
（
７

月
）
、
納
涼
ふ
れ
あ
い
盆
踊
り
大
会

（
８
月
）
、
敬
老
会
（
９
月
）
、
体
験

講
座
（
11
月
）
、
餅
つ
き
体
験
会
（
12

月
）
●
西
部　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

（
６
月
）
、
親
子
ふ
れ
あ
い
海
水
浴

（
７
月
）
、
ふ
れ
あ
い
祭
り
（
８
月
）
、

　

敬
老
の
集
い
（
９
月
）
、
新
年
交
流

会
（
来
年
１
月
）
●
第
一　

ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
（
７
月
）
、
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

（
８
月
）
、
婦
人
研
修
会
（
９
月
）
、

長
寿
を
祝
う
会
（
10
月
）
、
新
年
交
礼

会
（
来
年
１
月
）
●
第
二　
　

敬
老
会

（
９
月
）
、
親
睦
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

（
10
月
）
、
も
ち
つ
き
大
会
（
12
月
）

女
性
研
修
（
来
年
１
月
）
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
教
室
（
未
定
）
●
第
三 

第
三
地
区

大
運
動
会
（
６
月
）
、
遊
水
公
園
ま
つ

所
）
、
事
業
所
・
事
務
所
部
門
（
１
カ

所
）
の
３
部
門
で
表
彰
し
ま
す
。

 

写
真
の
町
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
写
真
の
町
課
☎

（
内
線
５
９
２
）

写
真
甲
子
園
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

を
募
集
！

　

「
写
真
甲
子
園
２
０
１
３
」
に
出
場

す
る
高
校
生
選
手
を
受
け
入
れ
て
く
れ

る
町
内
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　

全
国
各
地
か
ら
来
町
す
る
高
校
生
出

場
チ
ー
ム
を
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
１
泊
受

け
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
全
国
20
校

の
代
表
選
手
を
温
か
く
歓
迎
し
ま
し
ょ

う
。
交
流
を
深
め
、
選
手
を
応
援
し
な

が
ら
一
緒
に
写
真
甲
子
園
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

　

今
年
の
写
真
甲
子
園
は
８
月
６
日

（
火
）
か
ら
同
月
９
日
（
金
）
ま
で
４

日
間
の
日
程
。
「
写
真
の
町
」
東
川
町

を
舞
台
に
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
選
手
た

ち
が
写
真
の
腕
を
競
い
ま
す
。

期
間　

８
月
６
日
（
火
）
夕
刻
〜
翌
７

　

日
朝
ま
で
（
１
泊
）
＝
各
ホ
ー
ム
ス

　

テ
イ
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
朝
食
提
供
を
お

　

願
い
し
ま
す
（
６
日
の
夕
食
は
主
催

　

者
側
で
用
意
）

受
け
入
れ
人
数　

１
家
庭
当
た
り
１
校

　

４
人
（
選
手
３
人
、
監
督
１
人
）
、

　

寝
具
が
必
要
な
場
合
は
事
務
局
で
用

　

意
）

済
期
間
」
で
は
な
い
た
め
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
満
額
の
年
金
を

受
け
る
た
め
に
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の

４
８
０
月
（
40
年
間
）
の
「
保
険
料
納

付
済
期
間
」
が
必
要
で
す
。
学
生
納
付

特
例
制
度
の
承
認
を
受
け
た
場
合
は
、

10
年
以
内
に
保
険
料
納
付
（
追
納
）
が

必
要
で
す
。

　

承
認
を
受
け
た
年
度
の
翌
年
度
か
ら

起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
保
険
料
を

追
納
す
る
場
合
に
は
、
猶
予
さ
れ
て
い

た
当
時
の
保
険
料
に
一
定
の
加
算
額
が

加
わ
り
ま
す
。

　

申
請
は
①
学
生
等
で
あ
る
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
（
在
学
証
明
書
、
学
生
証
）

②
平
成
24
年
中
の
所
得
証
明
（
今
年
１

月
１
日
現
在
東
川
町
在
住
の
場
合
不
要
）

③
年
金
手
帳
、
印
鑑
―
が
必
要
で
す
。

ま
た
１
年
ご
と
の
申
請
が
必
要
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
旭
川
年
金
事
務
所
☎
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し
か
し
国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
わ

ず
に
未
納
し
て
い
る
と
、
万
一
の
時
に

な
っ
て
も
年
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

学
生
の
場
合
は
、
万
一
の
事
故
に
備
え

て
「
学
生
納
付
特
例
」
制
度
を
活
用
し

ま
し
ょ
う
。

　

申
請
に
よ
っ
て
、
在
学
中
の
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
経
済
的
収

入
が
十
分
で
は
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と

を
考
慮
し
、
保
険
料
を
後
日
納
入
で
き

る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
制
度
で
す
。

　

特
例
の
承
認
を
受
け
る
と
、
そ
の
期

間
は
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
を
受
給
す
る

た
め
に
必
要
と
な
る
「
受
給
資
格
期
間
」

＝
３
０
０
月
（
25
年
間
）
以
上
＝
の
算

定
期
間
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
た
め
、

年
金
受
給
時
に
必
要
な
受
給
資
格
を
算

定
す
る
場
合
有
効
で
す
。
万
一
に
備
え

て
申
請
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
そ
の
期
間
は
実
際
に
は
保

険
料
を
払
っ
て
い
な
い
た
め
「
合
算
対

象
期
間
」
と
呼
ば
れ
、
「
保
険
料
納
付

 

定
住
促
進
課
か
ら

　

各
種
届
け
出
は
住
民
室
（
内
線
１
１

２
、
１
１
３
）
、
住
宅
の
こ
と
は
住
ま

い
室
（
内
線
１
１
５
、
１
１
６
）

学
生
の
時
は
国
民
年
金
の
納
付
特
例

制
度
を
活
用
で
き
ま
す

　

日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、

20
歳
に
な
っ
た
時
、
公
的
年
金
制
度
の

国
民
年
金
に
加
入
し
て
被
保
険
者
と
な

り
、
保
険
料
の
納
付
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。　

　

大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校

等
に
通
学
し
て
い
る
学
生
で
あ
っ
て
、

20
歳
以
上
の
国
民
年
金
被
保
険
者
で
あ

れ
ば
、
不
慮
の
事
故
な
ど
で
死
亡
、
ま

た
は
障
害
等
級
一
級
、
二
級
の
障
害
を

負
っ
た
場
合
は
、
遺
族
基
礎
年
金
、
ま

た
は
障
害
基
礎
年
金
の
支
給
対
象
に
な

り
ま
す
（
20
歳
前
の
障
害
の
場
合
は
、

障
害
認
定
日
が
20
歳
に
達
し
た
時
、
ま

た
は
そ
の
障
害
の
状
態
に
な
っ
た
時
）
。

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

　

犬
の
新
規
登
録
、
狂
犬
病
予
防
注
射

を
実
施
し
ま
す
。
ま
だ
お
済
み
で
な
い

方
は
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。
動
物
病

院
等
で
予
防
注
射
を
受
け
終
え
た
場
合

は
狂
犬
病
予
防
注
射
済
み
票
を
交
付
し

ま
す
（
手
数
料
５
５
０
円
）
。

　

犬
の
飼
い
主
（
所
有
者
）
の
変
更
、

死
亡
し
た
場
合
は
、
い
ず
れ
も
届
け
出

が
必
要
で
す
。
住
民
室
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

狂
犬
病
予
防
法
で
は
生
後
91
日
以
上

の
飼
い
犬
に
対
し
て
、
生
涯
に
一
度
の

登
録
、
１
年
に
１
回
狂
犬
病
予
防
注
射

を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

日
時　

６
月
８
日
（
土
）
午
前
９
時
〜

　

同
11
時
半

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
横

料
金　

新
規
登
録
料
３
千
円
、
狂
犬
病

　

予
防
注
射
３
千
40
円

外
国
人
住
民
の
方
の
住
基
ネ
ッ
ト
運

用
が
始
ま
り
ま
す

　

７
月
８
日
か
ら
外
国
人
住
民
の
方
の

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
（
以
下
住
基
ネ
ッ
ト
）
運
用
が
始
ま

り
ま
す
。

　

住
基
ネ
ッ
ト
は
、
国
内
に
居
住
す
る

方
の
居
住
関
係
を
公
証
す
る
た
め
、
住

民
基
本
台
帳
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
た

も
の
で
、
本
人
確
認
が
で
き
る
全
国
共

通
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。

▼
外
国
人
住
民
対
象
の
主
な
変
更
点

　

①
住
民
票
に
コ
ー
ド
番
号
を
記
載

　

外
国
人
住
民
の
方
に
住
民
票
コ
ー
ド

番
号
を
記
載
し
、
お
住
ま
い
の
市
区
町

村
か
ら
本
人
へ
通
知
し
ま
す
。
コ
ー
ド

は
住
基
ネ
ッ
ト
で
本
人
確
認
を
行
う
た

め
に
必
要
不
可
欠
な
全
国
共
通
の
番
号

で
す
。 

　

②
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
で
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
（
以
下
住
基
カ
ー
ド
）

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
は
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
に
優
れ
た
I
C
カ
ー
ド
で
作
成

し
ま
す
。
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て

も
使
え
ま
す
。

　

詳
し
く
は
「
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
、

「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
総
合
情
報
サ

イ
ト
」
（
住
基
カ
ー
ド
に
つ
い
て
）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

【
例
】
○
行
政
機
関
の
一
部
で
住
民

票
の
写
し
提
出
を
省
略
可
能
と
な
り
、

手
続
き
が
簡
略
化
し
ま
す
○
お
住
ま
い

の
市
区
町
村
以
外
で
も
住
民
票
の
写
し

交
付
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

す
（
住
基
カ
ー
ド
ま
た
は
在
留
カ
ー
ド

等
提
示
が
必
要
）
○
転
出
時
に
郵
便
等

で
転
出
届
を
行
う
こ
と
で
、
市
区
町
村

の
窓
口
に
出
向
く
の
は
一
度
で
済
む
よ

う
に
な
り
ま
す
（
引
越
し
先
の
転
入
届

特
例
を
受
け
ら
れ
る
）
○
電
子
証
明
書

に
よ
る
本
人
確
認
を
必
要
と
す
る
行
政

手
続
き
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
が
可

能
に
な
り
ま
す
（
現
在
は
税
の
確
定
申

告
だ
け
）
。
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旭川がん検診センター
（保健福祉センターからバス送迎）

保健福祉センター
（実施は旭川厚生病院）会 場

●特定健診＝健診当日、特定健診受診券、健康保険証、健診料金が必要
●がん検診＝農協正組合員（本人と家族の方）、准組合員（本人のみ）の方は、自己負担
　額に対して農協から後日助成あり、要申し出

そ の 他

申し込み用紙（広報５月号添付）または電話
☎保健指導室（内線505、506、507）申し込み方法

●特定健診
　特定健診受診券をお持ちの
　①30歳から74歳までの町民で国民健康保険加入者 
　②40歳から74歳までの町民で①以外の医療保険の被扶養者
　（厚生病院、がん検診センターで受診可能かを事業主などにお問い合わせください）
●がん検診
　30歳以上の町民（平成26年3月31日での年齢です）
　※子宮頚（けい）がん検診は20歳以上の女性の町民

対 象 者

平成25年度健診のご案内保存版（広報4月号）を参照検 査 項 目
料 金

24日㈪、25日㈫、26日㈬
午前7時～同9時（30分ごとの受け付け）

6月11日㈫、7月10日㈬
午前7時50分集合日 時

締 め 切 り 6月10日㈪まで 希望日の2週間前まで

旭川厚生病院、旭川がん検診センターの特定健診、がん検診
25年度前期の集団健診の申し込みを受け付けています。締め切り間近です。申し込みはお済みですか？ 保健福祉課

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

円
を
差
し
引
い
て
助
成
し
ま
す
。
５
０

０
円
以
下
の
診
察
代
は
助
成
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
（
薬
代
は
全
額
助
成
）
。
受

給
者
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

乳
幼
児
医
療
費
助
成
は
、
従
来
ど
お

り
未
就
学
児
の
入
・
通
院
と
、
小
、
中

学
生
の
入
院
の
み
対
象
で
す
。
入
院
の

場
合
は
事
前
に
受
給
者
証
を
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

「
ひ
と
り
親
医
療
及
び
重
度
医
療
の

受
給
者
証
」
を
お
持
ち
の
方
は
、
医
療

機
関
窓
口
で
受
給
者
証
を
提
示
し
、
自

己
負
担
が
生
じ
た
分
を
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

①
「
子

ど
も
外
来
医
療
費
助
成
認
定
申
請
書
」

（
役
場
備
え
付
け
）
②
診
察
代
及
び
薬

代
の
領
収
書
③
金
融
機
関
の
振
込
口
座

が
分
か
る
も
の
（
保
護
者
名
義
、
郵
便

局
、
貯
蓄
型
預
金
は
除
く
）
④
保
険
証

（
お
子
さ
ま
の
も
の
）
⑤
印
鑑

児
童
手
当
の
受
給
に
は
現
況
届
の
提

出
が
必
要
で
す

　

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、

児
童
手
当
法
の
規
定
に
基
づ
い
て
毎
年

６
月
１
日
か
ら
同
月
30
日
ま
で
の
間
に
、

受
給
者
の
前
年
の
所
得
及
び
養
育
状
況

等
を
確
認
す
る
た
め
『
児
童
手
当
現
況

届
』
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

受
給
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
５
月
27
日

付
け
郵
送
で
案
内
を
発
送
し
て
い
ま
す

の
で
、
期
日
ま
で
に
提
出
願
い
ま
す

（
公
務
員
の
方
は
別
途
各
職
場
か
ら
案

内
）
。

　

平
成
25
年
１
月
１
日
に
東
川
町
に
住

所
の
な
い
方
は
、
１
月
１
日
現
在
の
住

所
地
で
25
年
度
（
平
成
24
年
分
）
児
童

手
当
用
所
得
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　

児
童
の
住
所
が
東
川
町
に
な
い
場
合

は
、
児
童
の
住
民
票
が
必
要
で
す
。

　

提
出
期
限
は
６
月
28
日
（
金
）
で
す
。

６
月
以
降
に
受
給
資
格
が
消
滅
す
る
場

合
で
も
提
出
が
必
要
で
す
。

　

現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
は
６
月

分
以
降
の
児
童
手
当
を
受
け
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

福
祉
給
付
金
は
継
続
実
施
し
て
い
ま

す　
福
祉
給
付
金
は
本
年
度
も
継
続
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
世
帯
で

受
給
を
希
望
す
る
方
は
、
必
要
書
類
を

添
え
て
社
会
福
祉
室
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

 

既
に
支
給
決
定
さ
れ
て
い
る
方
は
改

め
て
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

▼
対
象
と
な
る
世
帯　

①
70
歳
以
上

の
方
が
2
人
以
上
い
る
生
活
保
護
世
帯

（
障
害
者
加
算
対
象
世
帯
を
除
く
）
②

市
町
村
民
税
の
所
得
割
が
非
課
税
世
帯

（
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
等
を

受
け
ら
れ
て
い
る
方
は
、
そ
の
控
除
前

の
市
町
村
民
税
額
）
で
、
高
等
学
校
に

通
学
す
る
子
を
養
育
す
る
世
帯

 

▼
給
付
額　

①
70
歳
以
上
の
方
が
2

人
以
上
い
る
生
活
保
護
世
帯
は
1
世
帯

固
定
資
産
税
減
免
支
援
の
適
用
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

民
間
事
業
者
な
ど
に
よ
っ
て
有
効
な

土
地
利
活
用
を
促
す
こ
と
が
狙
い
で
す
。

参
加
希
望
事
業
者
等
は
、
購
入
価
格
、

土
地
利
用
計
画
な
ど
、
事
業
計
画
に
関

す
る
提
案
内
容
を
記
載
し
た
提
案
書
な

ど
が
必
要
で
す
。
「
東
川
町
町
有
地
売

り
払
い
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
委
員
会
」

の
審
査
を
経
て
、
町
が
優
先
交
渉
権
者

を
決
定
し
ま
す
。

〔
売
り
払
い
地
の
概
要
〕

　

（
１
）
東
町
２
丁
目
７
５
１
番
36

ほ
か
千
２
２
９
・
7
1
平
方
㍍
（
６
筆

計
）
、
住
宅
地
、
商
業
地
。
道
道
、
町

道
２
路
線
と
接
面
。
下
水
道
整
備
済
み
。

　

（
２
）
南
町
1
丁
目
１
２
５
２
番
１

の
う
ち
約
７
０
０
平
方
㍍
、
雑
種
地
。

道
道
、
町
道
２
路
線
と
接
面
。
下
水
道

整
備
済
み
。

〔
期
間
〕

　

提
案
書
、
購
入
希
望
価
格
調
書
の
提

出
期
限
は
、
６
月
３
日
（
月
）
〜
同
月

14
日
（
金
）
ま
で
。

締
め
切
り　

６
月
27
日
（
木
）
ま
で

（
必
着
）

申
し
込
み　

写
真
甲
子
園
実
行
委
員
会

　

＝
写
真
の
町
課
内
事
務
局
☎
（
内
線

　

５
９
２
）

 

企
画
総
務
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
総
務
室
☎
（
内
線

２
２
２
、
２
２
３
、
２
２
４
）

「
町
長
への
手
紙
」ポ
ス
ト
を
新
設
し

ま
し
た

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
、
ご
要
望

を
広
く
お
聴
き
す
る
た
め
、
役
場
庁
舎

1
階
の
町
民
ロ
ビ
ー
前
に
「
町
長
へ
の

手
紙
」
ポ
ス
ト
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

記
入
用
紙
は
ポ
ス
ト
に
備
え
付
け
の

も
の
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
よ
り
良
い

町
に
す
る
た
め
に
ご
意
見
、
ご
要
望
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

「
町
長
へ
の
手
紙
」
の
用
紙
は
、
年

２
回
町
広
報
誌
（
6
月
号
、
12
月
号
）

に
添
付
し
て
、
従
来
同
様
皆
さ
ま
に
お

配
り
し
て
い
ま
す
。

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
町
有

地
を
売
り
払
い
ま
す

　

町
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
（
事
業
企

画
提
案
）
で
民
間
事
業
者
な
ど
に
町
有

地
の
売
り
払
い
を
行
い
ま
す
。
最
低
売

り
払
い
価
格
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
用

地
の
詳
し
い
現
況
な
ど
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
賃
貸
住
宅

支
援
補
助
金
（
仮
称
）
、
起
業
化
支
援
、

〔
募
集
要
項
の
配
布
、
公
表
〕

　

企
画
総
務
課
（
開
庁
日
の
午
前
８
時

半
か
ら
午
後
５
時
15
分
）
。
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

http://town.higashikawa.hokkaid
o.jp/

 

保
健
福
祉
課
か
ら

　

福
祉
の
こ
と
と
申
請
の
お
問
い
合
わ

せ
は
社
会
福
祉
室
☎
（
内
線
５
０
２
、

５
０
３
）
、
健
康
と
食
の
こ
と
は
保
健

指
導
室
（
内
線
５
０
４
〜
５
０
７
）
、

高
齢
者
介
護
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
内
線
５
０
８
、
５
０
９
）

医
療
費
の
通
院
助
成
を
始
め
ま
し
た

　

小
、
中
学
生
が
医
療
機
関
に
か
か
る

通
院
医
療
費
の
う
ち
、
今
年
４
月
診
療

分
（
４
月
１
日
以
降
）
か
ら
、
新
た
に

「
子
ど
も
外
来
医
療
費
助
成
事
業
」
と

し
て
医
療
費
助
成
を
開
始
し
ま
し
た

（
満
15
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
方
）
。

　

従
来
は
、
未
就
学
児
の
入
・
通
院
と
、

小
、
中
学
生
の
入
院
の
み
に
限
っ
て
乳

幼
児
医
療
費
助
成
事
業
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
が
、
制
度
内
容
を
拡
充
し
ま
し

た
。

　

▼
内
容　

乳
幼
児
医
療
費
助
成
と
は

異
な
り
、
通
院
の
診
察
代
と
薬
代
の
領

収
書
を
添
付
し
て
役
場
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
医
療
機
関
で
は
医
療
費
を
お

支
払
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

診
察
に
か
か
っ
た
費
用
か
ら
５
０
０

　

平
成
25
年
1
月
1
日
に
東
川
町
に
住

所
の
な
い
方
は
、
25
年
度
（
平
成
24
年

分
）
所
得
証
明
書
（
課
税
の
状
況
が
わ

か
る
も
の
）
の
提
出
が
必
要
で
す
。
今

年
1
月
1
日
現
在
の
住
所
地
で
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
福
祉
ハ
イ
ヤ
ー
の
利
用
料
金

を
助
成
し
て
い
ま
す

　

該
当
世
帯
に
対
し
て
高
齢
者
ハ
イ

ヤ
ー
の
利
用
助
成
を
し
て
い
ま
す
。
助

成
を
希
望
す
る
方
は
、
必
要
書
類
を
添

え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
既
に

助
成
決
定
さ
れ
て
い
る
方
は
改
め
て
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

▼
対
象　

本
町
に
住
所
を
有
し
、
か

つ
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

世
帯
で
あ
っ
て
、
自
家
用
自
動
車
を
所

有
し
て
い
な
い
①
②
に
該
当
す
る
世
帯
。

た
だ
し
生
活
保
護
費
の
受
給
者
世
帯
、

町
重
度
障
害
者
ハ
イ
ヤ
ー
料
金
助
成
、

町
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
町
外
出
支
援

事
業
の
対
象
者
、
高
齢
者
福
祉
施
設
等

に
入
所
し
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。

　

①
65
歳
以
上
の
独
居
世
帯
②
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る

世
帯

　

▼
内
容　

ハ
イ
ヤ
ー
料
金
助
成
券

（
1
枚
５
０
０
円
）
を
一
世
帯
年
間
30

枚
助
成
（
１
万
５
千
円
分
）

　

▼
利
用
で
き
る
ハ
イ
ヤ
ー　

○
東
交

ハ
イ
ヤ
ー
○
ち
ど
り
ハ
イ
ヤ
ー
（
東
神

楽
町
）

　

▼
利
用
で
き
る
地
域　

東
川
町
内
に

に
つ
き
月
額
４
千
円
②
高
校
に
通
学
す

る
子
を
養
育
す
る
世
帯
は
、
通
学
す
る

子
１
人
に
つ
き
８
千
円

 

▼
申
請
時
に
必
要
な
も
の　

①
生
活

保
護
の
決
定
通
知
書
（
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
方
）
②
24
年
度
の
市
町
村
民

税
が
非
課
税
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書

類
（
７
月
以
降
に
申
請
の
場
合
は
25
年

度
の
も
の
、
①
を
添
付
の
場
合
は
不
要
）

③
高
校
の
在
学
証
明
書
④
預
金
通
帳
の

写
し
（
口
座
番
号
等
の
分
か
る
面
）

 

▼
支
給　

審
査
の
上
支
給
決
定
す
る

と
毎
月
末
に
口
座
振
り
込
み

福
祉
医
療
受
給
者
証
を
更
新
時
期
で

す　
各
医
療
費
受
給
者
証
（
「
重
度
心
身

障
害
者
」
「
ひ
と
り
親
家
庭
等
」
「
乳

幼
児
等
」
）
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日

（
水
）
ま
で
で
す
。
更
新
が
必
要
な
受

給
者
（
保
護
者
）
あ
て
に
は
、
６
月
４

日
付
け
郵
送
で
必
要
な
書
類
を
発
送
し

て
い
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に
提
出
願

い
ま
す
（
小
学
生
就
学
前
の
乳
幼
児
受

給
者
証
は
申
請
不
要
で
す
）
。

　

提
出
期
限
は
６
月
18
日
（
火
）
（
必

着
）
で
す
。
認
定
結
果
は
７
月
末
日
ま

で
に
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

　

更
新
の
手
続
き
が
遅
れ
る
と
８
月
１

日
以
降
、
本
制
度
適
用
を
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。
医
療
機
関
の
受
診
に
係

る
医
療
費
支
払
い
は
、
一
般
診
療
扱
い

（
３
割
負
担
）
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

東
川
町
役
場

東
川
町
役
場

東川町役場東川小学校

東川農協東川農協

道草館道草館

旧東川駅停旧東川駅停

東川町役場東川中学校

売り払い地❷

売り払い地❶

道道旭川旭岳温泉線道道旭川旭岳温泉線
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く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

対
象　

家
庭
の
親
子

内
容　

ス
キ
ン
ケ
ア
と
U
V
対
策

講
師　

資
生
堂
、
鈴
木
由
紀
恵
さ
ん

参
加
人
数　

要
予
約
（
託
児
あ
り
）

 

農
地
・
地
籍
事
務
所
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
（
内
線
１
５
３
、

１
５
４
）

今
年
の
地
籍
調
査
が
始
ま
り
ま
す

　

町
内
全
域
対
象
の
う
ち
、
東
町
、
西

町
、
南
町
、
北
町
の
市
街
地
宅
地
区
域

を
先
行
し
て
９
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、

毎
年
１
ブ
ロ
ッ
ク
ず
つ
事
業
に
着
手
予

定
で
す
。

　

１
ブ
ロ
ッ
ク
当
た
り
３
年
間
の
工
程

で
実
施
し
、
完
了
は
34
年
度
ま
で
11
年

間
の
予
定
で
す
。

　

本
年
度
は
東
町
1
丁
目
、
同
２
丁
目
、

21
区
、
25
区
の
一
部
（
２
年
目
事
業
）

で
す
。
調
査
開
始
の
北
町
1
丁
目
、
同

２
丁
目
、
同
3
丁
目
は
、
関
係
者
説
明

会
と
1
年
目
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

調
査
費
用
の
個
人
負
担
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
設
置
す
る
境
界
杭
は
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
で
す
。
石
標
へ
変
更
希
望

の
場
合
、
境
界
の
現
地
立
会
に
伴
う
費

用
は
、
と
も
に
別
途
個
人
負
担
で
す
。

　

調
査
は
、
一
筆
ご
と
に
土
地
境
界
と

面
積
な
ど
に
関
す
る
調
査
、
測
量
を
行

い
、
正
確
な
図
面
（
地
籍
図
）
、
台
帳

（
地
籍
簿
）
を
作
成
し
ま
す
。
写
し
は

法
務
局
に
送
付
し
、
土
地
登
記
簿
を
改

め
ま
す
。

　

境
界
が
不
明
確
な
土
地
、
現
地
と
土

地
図
面
が
合
わ
な
い
区
域
に
土
地
を
所

 

幼
児
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

各
種
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

☎
82
|
３
４
０
０
、
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
は
☎
82
|
５
１
０
０

「
よ
ち
よ
ち
教
室
」を
開
き
ま
す

　

乳
児
の
お
子
さ
ん
が
安
心
し
て
遊
べ

る
場
所
で
す
。
親
子
で
遊
び
な
が
ら
お

友
だ
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

０
歳
児
対
象
の
親
子
遊
び
の
教
室
で

す
が
、
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
も

一
緒
に
ど
う
ぞ
。

日
時　

６
月
13
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ー

　

ル
ー
ム

対
象　

０
歳
児
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

募
集　

15
組
程
度
（
要
予
約
）

内
容　

赤
ち
ゃ
ん
体
操
、
親
子
遊
び
、

　

紙
皿
お
も
ち
ゃ
、
石
持
保
健
師
を
囲

　

ん
で
「
生
活
リ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
交

　

流
。
講
師
は
石
持
美
帆
（
役
場
保
健

　

師
）

「一緒
に
考
え
よ
う（
親
子
ク
ッ
キ
ン

グ
）」

　

か
む
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、
親
子
ク
ッ

キ
ン
グ
を
し
ま
す
。
「
食
」
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時　

６
月
20
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
室
（
託
児

　

は
集
団
健
診
室
）

対
象　

子
育
て
中
の
方

限
り
ま
す

　

▼
申
請
手
続
き　

○
高
齢
者
福
祉
ハ

イ
ヤ
ー
利
用
助
成
請
書
（
役
場
備
え
付

け
）
○
印
鑑
―
を
持
参
の
う
え
、
保
健

福
祉
課
窓
口
で
助
成
申
請
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
原
則
本
人
が
来
庁
し
て
申
請

し
ま
す
。
諸
事
情
に
よ
り
代
理
人
が
来

庁
す
る
場
合
は
、
代
理
人
の
身
分
証
明

書
（
保
険
証
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

食
事
か
ら
健
康「
栄
養
教
室
」

　

食
事
の
不
適
切
な
摂
取
、
運
動
不
足

な
ど
か
ら
起
き
る
生
活
習
慣
病
が
増
え

て
い
ま
す
。
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で

守
る
」
を
柱
に
、
健
康
の
大
切
さ
を
考

え
ま
し
ょ
う
。
身
近
な
材
料
を
使
っ
て

調
理
実
習
を
し
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
、
味

付
け
な
ど
を
確
認
し
て
食
生
活
を
見
直

し
ま
し
よ
う
（
希
望
す
る
方
は
食
生
活

改
善
推
進
員
の
単
位
取
得
可
）
。

日
時　

６
月
14
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　

午
後
１
時
ご
ろ　

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

町
民
の
方
ど
な
た
で
も

内
容　

食
生
活
チ
ェ
ッ
ク
・
パ
ー
ト
３
、

　

講
話
、
調
理
実
習
、
試
食
（
希
望
者

　

は
体
脂
肪
測
定
）

持
ち
物　

筆
記
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

　

巾
（
食
材
費
の
一
部
１
０
０
円
負
担
）

内
容　

「
カ
ム
カ
ム
・
ク
ッ
キ
ン
グ
」

講
師　

役
場
栄
養
士
、
中
村
弘
美

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
ふ

　

き
タ
オ
ル
、
筆
記
具

募
集　

10
組
程
度
（
要
予
約
）

締
め
切
り　

６
月
13
日

「
親
子
バ
ス
遠
足
」リ
ュ
ッ
ク
に
お
弁

当
と
お
や
つ
を
持
っ
て
出
か
け
ま
せ

ん
か
？

　

大
型
バ
ス
に
乗
っ
て
旭
山
動
物
園
に

行
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

日
時　

６
月
21
日
（
金
）
午
前
９
時
45

　

分
〜
午
後
１
時
15
分

場
所　

旭
山
動
物
園
（
雨
天
時
は
西
部

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
） 

対
象　

家
庭
の
親
子

参
加
費　

入
園
料 

８
０
０
円
（
動
物

　

園
パ
ス
ポ
ー
ト
を
お
持
ち
の
方
は
持

　

参
）

募
集　

25
組
程
度
（
６
月
12
日
予
約
締

　

め
切
り
）

持
ち
物　

着
替
え
、
帽
子
、
昼
食
、
敷

　

物
、
飲
み
物

「
子
育
て
講
座（
メ
イ
ク
）」の
お
知
ら

せ　
紫
外
線
の
基
礎
知
識
や
ダ
メ
ー
ジ
お

肌
の
ケ
ア
を
学
び
ま
す
。
心
も
体
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

６
月
27
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　

11
時
半

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ー

　

ル
ー
ム

７
７
３
、
Ｅ
メ
ー
ル
は

Sato.maina@town.higashikawa.lg.jp

▼
第
１
回　

「
動
物
の
お
医
者
さ
ん
」

森
の
命
の
お
話
（
ゲ
ス
ト
竹
田
津
実
さ

ん
）

日
時　

６
月
１
日
（
土
）
午
後
１
時
半

　

〜
同
３
時

場
所　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

読
み
手　

福
田
洋
子
さ
ん
（
旭
川
こ
ど

　

も
冨
貴
堂
）
、
澤
田
佑
子
さ
ん

参
加
費　

無
料

▼
第
２
回　

「
ア
フ
リ
カ
か
ら
北
極
ま

で
」
世
界
の
動
物
を
訪
ね
る
旅
の
お
話

（
ゲ
ス
ト
あ
べ
弘
士
さ
ん
）

日
時　

６
月
16
日
（
日
）
午
前
10
時
半

　

（
開
演
）
〜
正
午

場
所　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

読
み
手　

福
田
洋
子
さ
ん
（
旭
川
こ
ど

　

も
冨
貴
堂
）
、
澤
田
佑
子
さ
ん
ほ
か

参
加
費　

無
料

◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆

指
導
林
家
に
佐
竹
さ
ん

　

30
区
、
農
業
、
佐
竹
良
洲
さ
ん

（
65
）
が
北
海
道
指
導
林
家
と
し
て
町

内
２
人
目
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
５

月
２
日
、
上
川
総
合
振
興
局
南
部
森
林

室
の
塚
田
茂
樹
室
長
が
役
場
を
訪
れ
、

認
定
証
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

米
作
農
業
を
経
営
す
る
傍
ら
、
町
内

に
ト
ド
マ
ツ
人
口
林
を
主
と
す
る
林
地

を
所
有
。
隣
接
す
る
旭
川
市
内
の
所
有

林
と
合
わ
せ
て
47
㌶
を
経
営
管
理
し
て

有
し
て
い
る
場
合
、
土
地
境
界
の
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
す
る
と
、
該
当
す
る
土
地

だ
け
で
な
く
、
周
辺
の
区
域
を
測
量
し

て
調
整
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
場
合
は
測
量
経
費
が
膨

大
に
な
る
た
め
、
い
つ
ま
で
も
土
地
境

界
線
が
個
人
で
確
定
解
決
で
き
な
い
ケ

ー
ス
が
発
生
し
ま
す
。

　

地
籍
調
査
は
国
土
調
査
法
に
基
づ
い

て
行
う
調
査
事
業
で
す
。
土
地
の
位
置
、

面
積
な
ど
を
事
前
に
把
握
す
る
こ
と
で
、

土
地
の
境
界
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

土
地
の
位
置
は
、
調
査
に
よ
っ
て
地

球
上
の
座
標
で
表
示
さ
れ
る
た
め
、
何

ら
か
の
原
因
で
境
界
杭
が
消
失
し
て
も

正
確
迅
速
に
復
旧
で
き
、
少
な
い
経
費

で
土
地
境
界
を
復
元
可
能
で
す
。

 

教
育
委
員
会
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
（
内
線
５
８
６
）

お
話
の
集
い
が
始
ま
り
ま
す

　

毎
月
１
回
程
度
の
開
催
で
親
と
子
の

移
動
朗
読
会
が
始
ま
り
ま
す
。
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
文
化
交
流
館
に
備

え
付
け
の
申
し
込
み
用
紙
に
記
入
の
上
、

持
参
、
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

メ
ー
ル
で
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
電
話
、

「
一
般
ま
た
は
小
学
生
以
下
」
の
区
別

を
明
記
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

今
後
の
予
定
は
、
決
定
次
第
両
施
設

で
そ
の
都
度
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
☎
フ
ァ
ッ
ク
ス
82
|
３

き
ま
し
た
。

　

上
川
町
内
に
次
い
で
上
川
管
内
２
人

目
の
認
定
林
家
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

は
こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
知
識
、
経
営
ノ

ウ
・
ハ
ウ
を
次
代
に
伝
え
る
森
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
佐
竹
さ
ん
は
「
親

子
3
代
の
林
業
経
営
を
目
指
し
て
人
工

林
の
育
成
、
生
産
を
心
が
け
た
い
」
と

意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。

　

所
有
林
は
、
60
年
を
迎
え
た
ト
ド
マ

ツ
林
が
主
伐
採
期
を
迎
え
、
無
節
で
ま

っ
す
ぐ
な
良
質
材
の
生
産
を
目
標
に
、

適
切
な
下
刈
り
、
除
伐
、
枝
打
ち
、
間

伐
を
し
て
模
範
林
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

林
業
の
活
性
化
に
向
け
て
、
道
は
今

後
3
年
間
に
全
道
で
指
導
林
家
４
０
０

人
体
制
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
、

本
年
度
上
川
管
内
で
33
人
を
認
定
予
定

と
い
う
こ
と
で
す
。

「
心
を
育
て
る
月
刊
誌
」配
って
34
年
、

川
瀬
さ
ん
に
感
謝
状

　

長
年
に
わ
た
っ
て
心
の
教
育
を
進
め

て
き
た
功
績
で
22
区
、
川
瀬
良
二
さ
ん

（
87
）
に
対
し
て
、
町
は
５
月
17
日
感

謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　

１
９
７
９
（
昭
和
54
）
年
以
来
34
年

間
、
心
を
育
て
る
月
刊
誌
、
ニ
ュ
ー
モ

ラ
ル
（
B
6
版
26
㌻
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研

究
所
発
行
）
を
毎
月
町
内
の
公
共
施
設

に
配
布
す
る
な
ど
、
心
を
育
て
る
必
要

性
を
町
内
の
皆
さ
ん
に
訴
え
続
け
て
き

ま
し
た
。

　

松
岡
市
郎
町
長
は
「
町
の
公
共
施
設

に
毎
月
配
布
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
長
い
間
続
け
る
と
い

う
こ
と
は
大
変
な
こ
と
」
と
感
謝
し
ま

し
た
。

　

川
瀬
さ
ん
は
「
基
本
は
心
の
教
育
。

こ
の
本
を
読
ん
で
く
れ
た
人
が
何
か
を

気
づ
い
て
く
れ
て
、
生
活
の
中
で
生
か

し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
」

と
こ
れ
か
ら
も
本
の
配
布
を
続
け
る
そ

う
で
す
。

　

本
は
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、

文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
文
化
交
流
館
で
最

新
号
を
毎
月
配
布
し
て
い
ま
す
。

「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
交

付
金
」事
業
の
報
告

東
川
町
中
山
間
制
度
推
進
協
議
会

　

東
川
町
中
山
間
制
度
推
進
協
議
会

（
藤
井
春
雄
会
長
、
事
務
局
・
町
産
業

振
興
課
農
林
振
興
室
）
は
こ
の
ほ
ど
、

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
交
付
金

事
業
の
昨
年
度
実
施
結
果
を
ま
と
め
ま

し
た
。

　

生
産
条
件
が
不
利
な
中
山
間
地
域
で

交
付
対
象
要
件
を
満
た
す
農
業
者
な
ど

に
対
し
て
、
交
付
金
を
直
接
支
払
い
す

る
こ
と
で
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
、

水
源
か
ん
養
、
土
砂
崩
壊
の
防
止
な
ど
、

中
山
間
地
域
が
果
た
す
多
面
的
機
能
の

確
保
を
図
る
た
め
の
対
策
と
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
度
か
ら
５
年

間
の
予
定
で
第
３
期
対
策
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

▼
対
象
地
域

　

地
域
振
興
５
法
の
指
定
地
域
の
ほ
か
、

農
業
生
産
条
件
が
不
利
で
あ
る
と
し
て

都
道
府
県
知
事
が
実
態
に
応
じ
て
指
定

し
た
地
域
（
特
認
地
域
）
等
が
対
象
で

す
。
本
町
は
農
林
統
計
上
の
中
山
間
地

域
に
該
当
し
、
町
全
域
が
指
定
を
受
け

て
い
ま
す
。

▼
対
象
者
、
集
落
の
概
要

　

集
落
協
定
に
基
づ
い
て
５
年
以
上
継
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社
協
だ
よ
り

　

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

４
月
16
日
か
ら
５
月
15
日
ま
で

に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
方

は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》

15
区　
　
　
　
　

村
端　

幸
子
様

北
町
３
丁
目　
　

三
上　

行
尾
様

　「
く
ら
し
の
相
談
」を
ご
利
用

く
だ
さ
い

　

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
毎
月
第
３
木
曜

日
午
後
１
時
半
か
ら
同
４
時
ま
で
社

協
相
談
室
で
。
今
月
の
相
談
日
と
相

談
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

６
月
20
日　

奥
山　

富
雄

各種大会成績
【剣道】
◆第32回旭川地区少年剣道大会
（５月６日・当麻スポーツセン
ター）
〔団体戦〕
▼小学生高学年の部　東川錬成館
（窪田優、及川、岩田、谷、宮田）
＝ベスト８で全道大会出場権獲得
（９年連続20回目）
▼中学生の部　③東川剣龍会（矢
澤、照井杜、久保田、岡﨑、松山
瑞）

【野球】
◆第32回日専連旭川杯争奪少年野
球大会（５月19日・旭川ドリーム
スタジアム）
▼上川管内の部　③東川大雪野球
少年団Ａ

中山間制度推進協議会の事業概要
379人

86人

293人

1組織

1団体

381人

4,310,820㎡

202団地

34,486,560円

121,377㎡

6団地

2,548,917円

4,432,197㎡

208団地

37,035,477円

3,037千円

14,814千円

19,389千円

対 象 農 地 あ り

対 象 農 地 な し

団 地 数

交 付 金 額

団 地 数

交 付 金 額

団 地 数

交 付 金 額

農 業 者

生 産 組 織

そ の 他

合 計

緩傾斜農用地面積

急傾斜農用地面積

協 定 面 積

管 理 運 営 費

個 人 配 分 額

共 同 取 組 活 動 費

対 象 者 の 概 要

対 象 農 用 地
　 お よ び 　
交 付 額 の 概 要

対 象 取 り 組 み
　 お よ び 　
事業実施の概要

（平成24年度）
く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

くらし
・

ネットワーク

い
し
ま
す
。

　

町
内
の
設
置
率
は
81
・
５
％
（
今
年

４
月
末
現
在
）
で
、
全
国
平
均
77
・
５

％
（
昨
年
６
月
末
現
在
）
、
全
道
平
均

78
・
８
％
（
同
）
に
比
べ
て
、
火
災
防

止
・
安
全
意
識
が
高
い
こ
と
が
う
か
が

わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
防
火
意
識
を
高
め

て
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ

う
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
寝
室
と
階

段
（
寝
室
が
２
階
以
上
の
階
に
あ
る
場

合
）
に
設
置
が
必
要
で
す
。

　

取
り
付
け
場
所
、
必
要
数
、
警
報
器

の
種
類
な
ど
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
東
消
防
署
ま
で
。
☎
83
|
０
１
１
９

東
川
９
条
の
会
講
演
会
を
開
き
ま
す

東
川
９
条
の
会

　

日
本
国
憲
法
の
改
正
に
関
す
る
講
演

会
で
す
。

日
時　

６
月
15
日
（
土
）
午
後
６
時
半

場
所　

東
川
町
農
協
会
議
室
（
２
階
）

内
容　

「
な
ぜ
今
憲
法
96
条
を
変
え
よ

　

う
と
し
て
い
る
の
か
」

講
師　

近
藤
伸
生
弁
護
士

参
加
費　

無
料

申
し
込
み　

不
要

お
問
い
合
わ
せ　

東
川
９
条
の
会
事
務

　

局
の
近
藤
さ
ん
☎
82
|
７
０
５
０
、

　

矢
部
さ
ん
☎
82
|
５
４
７
０

ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
に
ご
参
加
く
だ
さ

い

東
川
町
ミ
ニ
バ
レ
ー
協
会

　

第
22
回
東
川
ミ
ニ
バ
レ
ー
協
会
長
杯

ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
を
開
き
ま
す
。

日
時　

７
月
14
日
午
前
８
時
45
分
（
受

　

け
付
け
）

会
場　

東
川
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

種
目　

①
混
成
40
歳
未
満
②
混
成
40
歳

　

以
上
③
混
成
50
歳
以
上
④
女
子

参
加
資
格　

ミ
ニ
バ
レ
ー
愛
好
者

試
合
ル
ー
ル　

全
日
本
ミ
ニ
バ
レ
ー
協

　

会
公
式
ル
ー
ル
、
１
チ
ー
ム
6
人
以

　

内
締
め
切
り　

６
月
27
日
（
必
着
）

参
加
料　

1
人
５
０
０
円

そ
の
他　

当
日
の
弁
当
を
６
０
０
円
で

　

あ
っ
旋
し
ま
す
（
申
し
込
み
時
に
）
、

　

ス
ポ
ー
ツ
障
害
保
険
は
各
自
。

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

参
加
料

を
添
え
て
、
所
定
の
申
し
込
み
用

紙
で
事
務
局
の
大
城
さ
ん
ま
で
☎

０
８
０
|
３
２
６
０
|
３
１
８
８
、

f
a
x
82
|
３
５
４
２

エ
ア
ロ
ビ
サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集

東
川
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
サ
ー
ク
ル

　

簡
単
な
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
運
動
で
楽
し

く
体
を
動
か
し
て
運
動
不
足
の
解
消
、

ス
ト
レ
ス
発
散
し
ま
し
ょ
う
。
小
さ
な

お
子
さ
ん
連
れ
で
も
大
歓
迎
で
す
。
見

学
、
体
験
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

日
時　

毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
〜
同
11

　

時

以
上
）
の
田
で
２
万
１
千
円
（
10
㌃
当

た
り
）
で
す
。

▼
対
象
取
り
組
み
、
事
業
実
施
内
容

　

具
体
的
な
取
り
組
み
、
交
付
金
の
使

い
道
は
、
毎
年
集
落
で
検
討
し
、
耕
作

放
棄
地
の
発
生
防
止
、
多
面
的
機
能
の

確
保
を
図
る
取
り
組
み
が
協
定
参
加
者

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

交
付
金
は
、
管
理
運
営
費
を
除
く
全

額
を
共
同
取
組
活
動
費
、
個
人
配
分
額

と
し
て
配
分
し
て
い
ま
す
。
（
別
表
）

▼
事
業
費
の
負
担
割
合

　

通
常
地
域
で
国
２
分
の
１
、
道
と
町

続
し
て
農
業
生
産
活
動
等
を
行
う
農
業

者
な
ど
が
対
象
で
す
。
本
町
は
全
町
を

１
集
落
と
し
て
協
定
を
締
結
し
て
い
ま

す
。

▼
対
象
農
地
、
交
付
額

　

対
象
地
域
内
に
あ
る
１
０
０
分
の

１
以
上
の
傾
斜
お
よ
び
一
団
の
農
用
地

（
１
㌶
以
上
の
ま
と
ま
っ
た
面
積
）
で
、

か
つ
耕
作
者
等
の
同
意
を
得
て
い
る
こ

と
が
要
件
で
す
。

　

交
付
単
価
は
緩
傾
斜
（
勾
配
１
０
０

分
の
１
以
上
）
の
田
で
８
千
円
（
10
㌃

当
た
り
）
、
急
傾
斜
（
勾
配
20
分
の
１

が
そ
れ
ぞ
れ
4
分
の
１
ず
つ
で
す
が
、

本
町
は
、
特
認
地
域
と
し
て
国
、
道
、

町
そ
れ
ぞ
れ
３
分
の
１
ず
つ
の
負
担
と

な
っ
て
い
ま
す
。

も
う
付
い
て
い
ま
す
か
？　
住
宅
用

火
災
警
報
器

大
雪
消
防
組
合
東
消
防
署

　

住
宅
用
の
火
災
警
報
器
は
、
万
一
の

火
災
事
故
か
ら
家
族
を
守
っ
て
く
れ
る

も
の
で
す
。
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
ご

家
庭
、
必
要
な
す
べ
て
の
場
所
に
設
置

し
て
い
な
い
方
は
す
ぐ
に
設
置
を
お
願

　

３
|
４
４
３
５

税
務
職
員
の
募
集

札
幌
国
税
局

　

札
幌
国
税
局
で
は
税
務
職
員
を
募
集

し
ま
す
。
人
事
院
実
施
の
国
家
公
務
員

・
税
務
職
員
採
用
試
験
の
最
終
合
格
者

の
中
か
ら
採
用
に
な
り
ま
す
。
25
年
度

試
験
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

試
験　

高
校
卒
業
程
度　

受
験
資
格　

高
校
卒
業
見
込
み
、
高
校

　

卒
業
後
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

受
付
期
間　

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＝
６

月
24
日
（
月
）
〜
７
月
３
日
（
水
）

http://www.jinji-shiken.go.jp/ju
ken.htm
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②
郵
送
ま
た
は
持
参
＝
６

月
24
日
（
月
）
〜
同
月
28
日
（
金
）

（
通
信
日
付
け
印
有
効
）

申
し
込
み　

第
一
次
試
験
地
を
管
轄
す

　

る
人
事
院
地
方
事
務
局
。
第
一
次
試

　

験
地
を
道
内
と
す
る
場
合
は
人
事
院

　

北
海
道
事
務
局
（
〒
０
６
０
|
０
０

　

４
２
、
札
幌
市
中
央
区
大
通
西
12
丁

　

目
☎
０
１
１
|
２
４
１
|
１
２
４
８
）

第
一
次
試
験　

９
月
８
日
（
日
）
＝
基

　

礎
能
力
、
適
性
、
作
文

第
一
次
合
格
発
表　

10
月
10
日
（
木
）

第
二
次
試
験　

10
月
17
日
（
木
）
〜
同

　

月
25
日
（
金
）
の
指
定
日
（
人
物
試

　

験
、
身
体
検
査
）

合
格
発
表　

11
月
19
日
（
火
）

お
問
い
合
わ
せ　

札
幌
国
税
局
人
事
第

　

２
課
採
用
担
当
☎
０
１
１
|
２
３
１

　

|
５
０
１
１
（
内
線
２
３
１
５
）
、

場
所　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
2
階

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
）

会
費　

月
額
２
千
５
０
０
円

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

講
師
の

　

荒
川
さ
ん
☎
82
|
３
０
６
５
、
下
関

　

さ
ん
☎
82
|
５
１
７
２

「
第
九
」を
歌
う
会
の
メ
ン
バー
を
募

集
し
ま
す

東
川
町
第
九
を
歌
う
会

　

東
川
町
第
九
を
歌
う
会
（
通
称
歌
う

会
、
藤
田
尚
量
会
長
）
は
、
同
会
の
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
秋
予
定
の
開
拓
１
２
０
年
祝
賀

イ
ベ
ン
ト
で
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
交
響

曲
第
九
番
「
喜
び
の
歌
」
を
合
唱
し
、

町
の
未
来
に
向
け
た
夢
を
「
歌
」
に
託

し
て
歌
い
上
げ
る
計
画
で
す
。

　

出
演
に
向
け
て
、
６
日
（
木
）
に
第

1
回
の
練
習
を
開
始
し
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
参
加
く
だ
さ
い
（
当
日
譜
面
を
渡
し

ま
す
）
。

練
習
日　

６
月
６
日
（
木
）
以
降
、
毎

　

月
第
一
、
第
三
木
曜
日

時
間　

午
後
３
時
、
同
６
時
（
ど
ち
ら

　

か
）
か
ら
約
１
時
間

場
所　

ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー
（
２

　

階
会
議
室
）

対
象　

町
民
を
主
体
に
、
男
女
、
年
齢
、

　

居
住
地
不
問

費
用　

無
料

お
問
い
合
わ
せ　

事
務
局
の
高
齢
者
事

　

業
団
（
佐
藤
さ
ん
）
☎
82
|
５
０
０

　

６
、
藤
田
さ
ん
☎
０
９
０
|
２
０
５

　

ま
た
は
お
近
く
の
税
務
署
（
総
務
課
）

精
神
保
健
相
談
を
受
け
付
け上

川
保
健
所

　

精
神
科
医
師
、
保
健
師
が
心
の
健
康

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

○
人
に
会
わ
ず
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い

る
○
ア
ル
コ
ー
ル
に
関
す
る
問
題
で
悩

ん
で
い
る
○
統
合
失
調
症
、
う
つ
病
か

ど
う
か
相
談
し
た
い
○
子
供
の
不
登
校
、

過
食
、
拒
食
を
相
談
し
た
い
○
退
院
し

た
け
れ
ど
こ
れ
か
ら
ど
う
し
た
ら
い
い

か
分
か
ら
な
い
○
家
族
の
会
な
ど
の
集

ま
り
の
情
報
―
な
ど
、
心
の
悩
み
や
心

配
ご
と
の
相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。

相
談
日　

毎
月
第
2
水
曜
日
午
後
1
時

　

半
〜
同
４
時
（
要
予
約
）

場
所　

上
川
保
健
所
（
旭
川
市
永
山
６

　

条
19
丁
目
、
上
川
合
同
庁
舎
内
）

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

精
神
保

　

健
福
祉
係
☎
46
|
５
９
９
２

多
重
債
務
と
金
融
問
題
の
無
料
出
張

相
談
会北海

道
財
務
局
、
旭
川
財
務
事
務
所

　

借
金
返
済
の
悩
み
で
お
困
り
の
方
、

ま
た
預
金
、
融
資
、
貸
金
、
投
資
商
品

な
ど
の
金
融
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
ご
相
談
、
質
問
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

当
日
来
場
で
き
な
い
場
合
で
も
常
設

窓
口
で
ご
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

常
設
の
ご
相
談
窓
口
は
、
○
多
重
債

務
者
相
談
窓
口
☎
０
１
１
|
８
０
７
|

５
１
４
４
○
金
融
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
☎
０

１
１
|
８
０
７
|
５
１
４
５
○
中
小
企

業
等
金
融
円
滑
化
相
談
窓
口
☎
０
１
１

|
７
２
９
|
０
１
７
７

日
時　

６
月
19
日
（
水
）
午
後
３
時
〜

　

同
５
時
、
同
20
日
（
木
）
午
前
９
時

　

〜
午
後
５
時
（
受
け
付
け
は
い
ず
れ

　

も
午
後
４
時
ま
で
）

場
所　

旭
川
地
方
合
同
庁
舎
西
館
（
１

　

階
第
２
教
養
会
議
室
、
旭
川
市
宮
前

　

通
東
４
１
５
５
）

お
問
い
合
わ
せ　

相
談
員
直
通
☎
０
１

　

１
|
８
０
７
|
５
１
４
４
、
５
１
４

　

５
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虫
歯
予
防
デ
ー
、フ
ッ
素
の
は
な
し

　

フ
ッ
素
を
使
用
し
た
虫
歯
予

防
に
は
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。
歯
科
医
院
で
定
期
的

に
行
う
フ
ッ
化
物
の
歯
面
塗
布

も
そ
の
一
つ
で
す
が
、
家
庭
で

の
フ
ッ
化
物
配
合
の
歯
磨
き
粉

の
使
用
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
や
学

校
で
の
フ
ッ
化
物
洗
口
、
諸
外

国
で
行
わ
れ
て
い
る
水
道
水
フ

ッ
化
物
濃
度
調
整
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　

フ
ッ
化
物
を
応
用

す
る
と
再
石
灰
化

が
促
進
さ
れ
、

フ
ッ
素
自
体

も
歯
の
結
晶

成
分
中
に

取
り
込
ま

れ
る
こ
と

で
歯
が
丈

夫
に
な
り
、

虫
歯
に
な
り

に
く
く
な
り
ま

す
。
ま
た
そ
の
効

果
は
長
期
間
持
続
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

フ
ッ
素
自
体
が
虫
歯
の
原
因

菌
の
活
動
を
抑
制
す
る
こ
と
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
フ
ッ
化
物

配
合
の
歯
磨
き
粉
の
使
用
や
、

フ
ッ
化
物
洗
口
は
比
較
的
手
軽

に
で
き
、
そ
の
効
果
や
安
全
性

は
科
学
的
に
証
明
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
応
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　

具
体
的
に
は
、
毎
日
の
ブ
ラ

ッ
シ
ン
グ
時
に
フ
ッ

素
濃
度
の
表
示

さ
れ
た
歯
磨

き
粉
を
使
用

し
、
さ
ら

に
幼
児
セ

ン
タ
ー
や

学
校
で
の

フ
ッ
化
物

洗
口
を
継

続
し
て
く
だ

さ
い
。

　

洗
口
が
で
き
な

い
低
年
齢
の
場
合
は
、

う
が
い
の
必
要
の
な
い
ジ
ェ
ル

タ
イ
プ
の
歯
磨
き
粉

を
使
用
す
る
だ

け
で
十
分
で

す
。
低
濃
度

で
安
全
な
フ

ッ
化
物
を
長

期
間
応
用
す

る
こ
と
で
効

果
が
得
ら
れ
ま
す
。

家
庭
で
も
フ
ッ
化
物
洗

口
は
可
能
で
す
が
、
洗
口
液
を

自
分
で
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

調
合
し
た
洗
口
液
の
保
存
、
管

理
等
を
考
え
る
と
、
幼
児
セ
ン

タ
ー
や
学
校
に
お
任
せ
し
た
ほ

う
が
確
実
で
長
続
き
す
る
で
し

ょ
う
。

　

わ
が
家
に
は
７
歳
に
な
る
娘

が
い
ま
す
が
、
歯
が
生
え
始
め

て
す
ぐ
ジ
ェ
ル
タ
イ
プ
の
歯
磨

き
粉
を
夜
だ
け
使
用
し
、
幼
児

セ
ン
タ
ー
で
は
フ
ッ
化
物
洗
口

を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
虫

歯
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歯
科
医
の

娘
な
の
で
、
何
か
特
別
な
予
防

処
置
を
し
て
い
る
と

思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、
ほ
か

に
こ
れ
と
い

っ
て
し
て

い
る
こ
と

は
何
も
あ
り

ま
せ
ん
。
強

い
て
あ
げ
る
な

ら
、
歯
科
衛
生
士
で
あ

る
妻
の
妥
協
な
き
仕
上
げ
磨
き

く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
効
果
的

に
フ
ッ
素
を
使
用
し
、
虫
歯
を

作
ら
な
い
こ
と
が
子
供
に
と
っ

て
一
番
の
幸
せ
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
水

道
水
の
フ
ッ
化
物
濃
度
調
整
と

し
て
、
フ
ッ
化
物
を
お
い
し
い

地
下
水
に
添
加
す
る
こ
と
は
、

歯
科
医
師
で
あ
る
私
も
反
対
で

す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

虫
歯
予
防
デ
ー
、フ
ッ
素
の
は
な
し

子育てチャンネル子育てチャンネル子育てチャンネル
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保健だより
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私
た
ち
の
排
せ
つ
リ
ズ
ム
は
、
１
日
１

回
の
排
便
が
理
想
で
す
。
し
か
し
個
人
差

が
あ
り
、
２
〜
３
日
に
１
回
で
も
ス
ム
ー

ズ
な
排
便
が
あ
り
、
特
に
不
快
に
感
じ
る

こ
と
が
な
け
れ
ば
、
便
秘
と
考
え
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

胃
腸
の
働
き
が
正
常
で
あ
れ
ば
、
食
べ

た
も
の
は
約
４
時
間
で
胃
や
小
腸
を
通
過

し
、
さ
ら
に
時
間
を
か
け
て
大
腸
を
通
過

し
て
排
せ
つ
し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
毎
日
食
事
を
し
ま
す
か
ら
、

排
せ
つ
し
な
い
限
り
便
は
大
腸
に
た
ま
り

続
け
ま
す
。
３
日
以
上
排
便
が
な
い
状
態

が
た
び
た
び
起
こ
る
場
合
は
便
秘
を
疑
い

ま
し
ょ
う
。
毎
日
の
排
便
が
あ
っ
て
も
す

っ
き
り
と
出
切
ら
な
い
不
快
感
が
あ
る
場

合
は
便
秘
と
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

便
の
多
く
は
ぜ
ん
動
運
動
に
よ
っ
て
大

腸
内
を
通
過
し
ま
す
。
長
時
間
大
腸
の
中

に
と
ど
ま
る
と
、
便
の
中
の
水
分
が
ど
ん

ど
ん
吸
収
さ
れ
て
硬
く
な
り
ま
す
。
そ
の

結
果
、
腹
痛
、
腹
部
膨
満
感
な
ど
不
快
な

症
状
が
出
て
き
ま
す
。

　

最
近
は
排
便
の
リ
ズ
ム
が
乱
れ
て
い
る

方
の
お
悩
み
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
原

因
は
生
活
習
慣
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　

◯
朝
食
を
食
べ
な
い
◯
水
分
の
摂
取
が

少
な
い
◯
朝
ト
イ
レ
に
行
く
時
間
が
な
い

◯
便
意
を
我
慢
す
る
こ
と
が
多
い
◯
ダ
イ

エ
ッ
ト
を
し
て
い
る
◯
消
化
の
よ
い
も
の

ば
か
り
食
べ
る
◯
野
菜
や
果
物
を
あ
ま
り

食
べ
な
い
◯
あ
ま
り
歩
か
な
い
◯
運
動
習

慣
が
な
い
◯
睡
眠
時
間
が
短
い
◯
ぐ
っ
す

り
と
眠
れ
な
い
◯
い
つ
も
ス
ト
レ
ス
を
抱

え
て
い
る
―
な
ど
に
よ
っ
て
大
腸
の
ぜ
ん

動
運
動
に
異
常
が
起
き
る
の
が
原
因
で
す
。

　

便
秘
で
悩
ん
で
い
る
人
の
多
く
は
日
々

の
運
動
不
足
が
原
因
で
す
。
特
別
な
事
を

す
る
必
要
は
な
く
、
歩
く
こ
と
を
心
が
け

る
だ
け
で
Ｏ
Ｋ
。

　

便
秘
の
大
き
な
原
因
と
さ
れ
る
ス
ト
レ

ス
の
解
消
と
気
分
転
換
、
さ
ら
に
体
も
温

ま
っ
て
臓
器
の
血
液
循
環
が
良
く
な
る
の

で
腸
の
ぜ
ん
動
運
動
も
活
発
に
促
さ
れ
ま

す
。

朝
、コ
ッ
プ
一
杯
の
水
と
朝
食
を

　

便
秘
を
解
消
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
①
食
物
繊
維
で
大
き
な
便

を
作
る
②
緑
の
野
菜
で
水
分
の
多
い
便
を

作
る
③
乳
酸
菌
で
腸
内
の
環
境
を
整
え
る

④
水
分
摂
取
―
の
４
つ
。

　

朝
起
き
た
ら
、
す
ぐ
に
コ
ッ
プ
1
杯
程

度
の
水
を
飲
み
ま
し
ょ
う
。
腸
の
動
き
が

活
発
に
な
り
ま
す
。
1
日
の
水
分
量
は

１
・
５
〜
２
㍑
く
ら
い
が
目
安
。

　

水
、
白
湯
、
薄
い
番
茶
や
麦
茶
が
お
勧

め
で
す
。
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
類
は
、
利
尿

作
用
が
あ
る
の
で
便
に
水
分
が
い
か
ず
、

便
が
硬
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

朝
は
食
事
を
し
ま
し
ょ
う
。
腸
が
大
き

く
動
き
、
食
後
５
〜
10
分
ほ
ど
経
つ
と
便

意
が
起
こ
り
始
め
る
か
ら
で
す
。
食
後
15

分
間
程
度
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
て
か
ら
ト

イ
レ
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ト
イ
レ
に
行
く
習

慣
を
つ
け
る
こ
と
は
、
正
常
な
排
便
リ
ズ

ム
を
取
り
戻
す
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

洋
式
ト
イ
レ
の
場
合
、
便
座
に
座
っ
て

上
体
を
前
に
倒
す
と
お
腹
に
力
が
か
か
り
、

便
が
出
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ト
イ
レ
で
は
排
便
だ
け
に
集
中
し
ま
し

ょ
う
。
５
分
間
集
中
し
て
も
便
が
で
な
い

場
合
は
潔
く
あ
き
ら
め
て
ト
イ
レ
か
ら
出

ま
し
ょ
う
。

　

食
物
繊
維
は
、
野
菜
、
果
物
、
海
藻
、

き
の
こ
に
多
く
含
ま
れ
ま
す
。
白
米
よ
り

玄
米
、
麦
、
雑
穀
な
ど
に
多
く
、
主
食
を

工
夫
す
る
の
も
お
勧
め
。

　

緑
の
野
菜
は
、
葉
緑
素
中
に
含
ま
れ
る

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
が
大
腸
で
水
分
が
吸
収
さ

れ
る
の
を
防
い
で
く
れ
ま
す
。

　

健
康
な
腸
内
は
弱
酸
性
で
す
が
、
タ
ン

パ
ク
質
、
脂
肪
を
取
り
過
ぎ
る
と
ア
ル
カ

リ
性
に
傾
い
て
し
ま
い
ま
す
。
乳
酸
菌
を

多
く
含
む
発
酵
食
品
は
、
腸
内
環
境
を
弱

酸
性
に
保
ち
ま
す
。
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
ぬ
か

漬
け
、
キ
ム
チ
な
ど
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

大
腸
の
ぜ
ん
動
運
動
は
夜
間
、
睡
眠
中

に
起
こ
り
ま
す
。
便
が
大
腸
を
ス
ム
ー
ズ

に
通
過
す
る
た
め
に
も
夜
間
ぐ
っ
す
り
眠

り
、
質
の
良
い
睡
眠
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

歩
く
こ
と
で
適
度
に
疲
労
す
る
と
眠
り
が

深
く
な
り
、
夜
間
の
大
腸
ぜ
ん
動
運
動
が

活
発
に
な
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
を
改
善
す
れ
ば
、
き
っ
と
解

決
で
き
る
は
ず
。
時
間
が
か
か
っ
て
も
、

場
合
に
よ
っ
て
薬
の
力
を
借
り
な
が
ら
、

焦
ら
ず
、
根
気
よ
く
生
活
改
善
を
続
け
ま

し
ょ
う
。
少
し
ず
つ
自
然
に
排
便
す
る
力

が
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
よ
。

　

健
康
の
基
本
は
、
毎
日
の
健
康
な
排
便
・
排
せ
つ
か
ら
。
規
則
正
し
い
排
せ
つ
を
促
す
た
め
食
物
繊
維
た
っ
ぷ
り
の
食
事
を

心
が
け
、腸
内
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
健
康
な
腸
内
生
活
実
現
の
コ
ツ
を
お
教
え
し
ま
す
。

緑
の
野
菜
、食
物
繊
維
、乳
酸
菌
で
便
秘
も
ス
ッ
キ
リ

〝
出
す
〞っ
て
大
切
〜
健
康
守
る
腸
内
生
活

緑
の
野
菜
、食
物
繊
維
、乳
酸
菌
で
便
秘
も
ス
ッ
キ
リ

〝
出
す
〞っ
て
大
切
〜
健
康
守
る
腸
内
生
活
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【6月分】

＜親子遊び体験教室＞
６日㈭
＜遊びの広場＞毎週月、火、水曜日プレールーム開放…9:00～12:00
３、４、５、10、11、12、17、18、19、24、25、26日
※25日㈫は午後開放（対象は0～1歳）  ………13：00～15：00
会場は幼児センターです！

「キトウシ森林公園であそぼう」…………10：00～11：30

会場は保健福祉センターです（送迎検診以外）

７日㈮

11日㈫
14日㈮
19日㈬
24日㈪

28日㈮

6月の行事
コープさっぽろ「未来（あした）の森」植樹祭（前10時
45分、東４号北６線）
第二小、第三小運動会（前9時から、各小）
第一小運動会（前９時、同小）
新規就農者激励会（後６時、農協ホール）
幼児センター運動会（前９時、幼児センター）
第55回旭岳山のまつり旭岳安全祈願祭（後４時半、
旭岳ロープウェイ山麓駅横）
ヌプリコロカムイノミ（後７時、青少年野営場）
第２回大雪地区広域連合議会（前９時、議会議場）
第２回町議会定例会（前９時、議場、21日まで）
SEA TO SUMMIT大会開会式（後１時、農村環境
改善センター）
SEA TO SUMMIT大会（前７時、忠別湖親水広場）
上川管内中央部８町コーラス発表会（前11時、農村
環境改善センター）
第２回北海道キッズバイクカップひがしかわ大会（前
９時半、キトウシ森林公園）

1日㈯
　

２日㈰
９日㈰
11日㈫
15日㈯
　
　
　

19日㈬
20日㈭
22日㈯
　

23日㈰
29日㈯

東川町役場・保健福祉センター
改善センター（公民館）
文化交流館
文化ギャラリー
B&G海洋センター
町立診療所
東川町社会福祉協議会
大雪消防組合東消防署
道草館
幼児センター
└地域子育て支援センター
NPO法人こころりんく東川

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－4600
82－2101
82－7505
83－0119
68－4777
82－3400
82－5100
82－2666

…㈹
………………

……………………………
………………………
……………………

……………………………
………………
………………

…………………………………
…………………………

…………
…………

もぐもぐ教室
乳幼児健診

（通知者以外は14：30～）
旭川がん検診センター送迎検診
栄養教室
じっくり子育て相談
、25日㈫、26日㈬
集団特定健診、がん検診（旭川厚生病院）
３歳児健診

13：00～14：00
13：15～

10：00～13：00

12：45～

【7月分】
５日㈮

10日㈬
17日㈬
18日㈭

ごっくん教室
乳幼児健診　
旭川がん検診センター送迎検診
栄養教室
２歳ふれあいルーム

※健康体操教室（7月）の申し込みは6月24日㈪9:00から 
　随時受け付け（電話、FAX、来所）

14日㈮
17日㈪
18日㈫

19日㈬

26日㈬
27日㈭

28日㈮

健康体操教室
こやさいくらぶ
ここりん研修会「自閉症入門講座③」

リコーダーサークル「イコロ」ミニコンサート

おとなり会（茶話会）
たすくゼミナール「塾長まるはだか!?」

健康体操教室

10：00～11：00
14：00～15：00

10：00～11：30

12：15～13：00
14：00～15：00

18：30～20：00
10：00～11：00

健福祉センター
保健福祉課保健指導室保

域子育て支援センター（幼児センター内）
西4号北8番地地

生サロンここりん
東町1丁目7-10共

化ギャラリー
東町1丁目19-8文

インフォメーションインフォメーション

○16日㈰まで
　▶中西敏貴写真展「HIKARINOIRO +」
　▶経塚剛敏写真展「北の浜村」
　▶佐藤志保、畠山雄豪、人見将の写真展「念力、
　　滲透、輪郭」
○18日㈫～7月4日㈭
　▶第26回日本写真家連盟展　四季の彩り

※17日㈪は入れ替えのため休館


